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はじめに 
 

酪農乳業セクターは何世代にもわたり、女性のエンパワー

メント（地位向上）に貢献しています。 

• 牛乳乳製品は、女児と女性のさまざまな成長の段階で、

栄養状態を改善します。 

• 生乳生産は何百万もの女性とその家族の暮らしを支え、

同時に農村社会に社会経済的価値を生み出します。 

• 酪農経営は、特に開発途上国において、家計収入を増加

させ、多様化させます。 

• 学乳プログラムなどの教育の取り組みを通し、食品選択

と食料の安定供給に関する理解を深めます。 

世界の酪農乳業セクターは、人々と地球のための国連の持

続可能な開発目標の実現の支援に力強く取り組んでおり、

この目標には「SDG5：ジェンダーの平等を達成し、すべて

の女性と女児のエンパワーメントを図る」が含まれていま

す。酪農乳業セクターはこの目標を前向きに力強く追求し

ています。 

国際酪農連盟（IDF）は 2022年に、以下を目的として「酪

農乳業における女性に関する特別作業部会」を設置しまし

た。 

• 酪農乳業バリューチェーンのあらゆる面での女性を受け

入れる場所や、女性のエンパワーメントに対する酪農乳

業の貢献について、語られていることと事実にギャップ

があり、それを埋めていく。 

• IDFはまた、科学、農業、食料セクターへの女性の貢献

に対するインスピレーションとロールモデルの源である

ことを示していく。 

• IDFは、女性が専門的な知識と職業を身に付けられるよ

う支援し、発展させるための、幅広く充実した世界規模

のネットワークを構築していることを示していく。 

この報告書は、酪農乳業セクターにおける女性の地位を向

上させるための、世界中の既存の実践の証言です。女性の

活躍のため、彼女らの居場所を取り入れ、変革的な食料シ

ステムの課題に取り組む酪農乳業セクターを手助けしま

す。 

今回の第 1号では、各大陸からそれぞれが独自で地域のニ

ーズに対応した 15の事例研究を集めました。つまり、バリ

ューチェーンのすべての段階における女性のエンパワーメ

ントの事例を紹介しています。これには、メキシコでの獣

医師の取り組みを始め、インド、セネガル、ナイジェリア

での生産効率や市場アクセスの向上、南アフリカ、ニュー

ジーランドでの異なる分野における女性のスキルアップの

プログラムなど、さまざまな事例が含まれています。 

 

中国と日本の例では、女性ならではの洞察力で新商品を開発し

ています。最後に、英国、アイルランド、米国のような国内の

女性仲間のグループで提供される広大なネットワークがありま

す。農業は、私たちすべてが生き残るために必要な食料を提供

する、生存に必要不可欠なものです。農業は世界中の女性の大

きな雇用の場であり、多くの国では、男性以上に女性にとって

より重要な生計の源となっています。酪農乳業は、栄養と暮ら

しの両面から女性のエンパワーメントに貢献しています。私た

ちの目的は、酪農乳業セクターのあらゆる人々が、同セクター

を支援し持続可能な開発目標を達成する上で、女性がもたらす

ことができる貢献と女性の果たす役割を理解することです。 

女性が持続可能な酪農乳業にどのように前向きに貢献している

かを皆さんと共有できることは、私たちの喜びです。 

私たちは、今号の事例研究に登場する女性が皆さんに多くのイ

ンスピレーションを与えることと確信しています。ご高覧くだ

さい。 

 
 
 
 

 
キャロライン・エモンド（Caroline Emond）  

女性初の IDF事務総長 
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「酪農乳業における女性に関する IDF特別

作業部会」共同委員長からのメッセージ 
 

 

世界中の酪農乳業界で働いていて私が経験で分かったのは、女

性は本来、ポジティブな変化や協力には全力で取り組むという

ことです。この変化や協力というものは、酪農場から支援サー

ビス、リーダーシップ、ガバナンス、政策に至るまで、酪農乳

業界のバリューチェーン内での発展に必要とされています。女

性は単に働き、属している組織に貢献しているだけでなく、自

分たちのコミュニティや家族のためにも力を注いでいます。 

持続可能な方法で貢献する女性を支援し、成長させ、業界での

女性の活躍を維持するためには、女性のために働き、女性が生

活しやすいように技術を適応させ、女性が本来できる目に見え

ない利益を認める職場が必要です。持続可能な酪農乳業にとっ

て鍵となるのは、女性のインクルージョン（参画）とエンゲー

ジメント（関与）であると、私は信じています。私たちは、そ

のためにこれからも努力していかなければなりません。 

リンダ・マクドナルド（Ms Lynda Mcdonald） 

Tetra Laval社酪農開発プロジェクトマネージャー（Project 

Manager Dairy Development, Tetra Laval） 

 
 
 
 
 
 
 

私は IDF前会長として幸運にも、酪農乳業セクターにおいて女

性をエンパワーメントするという胸の踊るようなイニシアチブ

を進めている、本当に数多くの IDF会員に会う機会がありまし

た。 

IDFは、ジェンダー平等が欠如しているため、国連が女性と女児

に対する差別をなくす持続可能な開発目標（SDG5）に取り組

み、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントを 17のすべての

持続可能な開発目標（SDGs）に不可欠なものとした世界におい

て活動しています。国連自らの言葉を借りれば、女性と女児の

エンパワーメントは経済の成長と開発を進める力となることが

明らかにされています。 

酪農乳業セクター内で女性が支持や励ましを確実に受けられる

よう、積極的に行動している IDF会員に私も触発されていま

す。多くの素晴らしい女性が同じ女性を支援しているのを見る

のも素晴らしいことですが、多くの素晴らしい男性が女性を十

分に包摂した多様性のあるチームの重要性を力強く擁護してい

るのも素晴らしいことです。 

「酪農乳業における女性に関する IDF特別作業部会」の設置に

は、多くの理由がありました。その理由は、酪農乳業コミュニ

ティとして女性のエンパワーメントとは何かを理解すること、

酪農乳業の世界で女性を支援するイニシアチブの幅広さを理解

すること、そして IDFが国連機関などに酪農乳業セクターのし

ていることを具体的に示せるようにすることでした。 

この特別作業部会が、とても多くの積極性、刺激、そして機運

を生んでくれたことを喜んでいます。現在の酪農乳業における

女性の地位を向上し、将来の酪農乳業への女性の参加を促すた

めに、より多くの人々の行動を手繰り寄せ、動機付けをするよ

うな実際に目に見える成果を求めて、私たちはこれからも力を

尽くします。 

ジュディス・ブライアンス博士（Dr Judith Bryans） 

デーリーUK最高責任者（Chief Executive, Dairy UK） 
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ニュージーランド 

フォンテラ社の科学・技術・工

学・数学（STEM）分野の女性 

酪農乳業の未来のために育む多様性 

寄稿者 

ローレット・バットストーン（Laurette Batstone） 

フォンテラ研究開発センター（Fonterra Research and Development Centre：FRDC）、

ニュージーランド 

 Laurette.batstone@fonterra.com 
 
 

持続可能な開発目標 

フォンテラ研究開発センター（FRDC）

は、ジェンダー平等に焦点を当てた

SDG5に大きな貢献をしています。

FRDCは、科学、技術、工学、および数

学（STEM）の分野におけるジェンダー

の多様性の促進と女性のエンパワーメン

トの取り組みを、特に酪農乳業セクター

において行っています。 

中でも FRDC管理職・リーダーチームの

メンバーは女性比率が 77％という非常に

高い数値を誇り、FRDCのコミットメン

トが本物であることの証しとなっていま

す。このジェンダーバランス（男女数均

等）へのコミットメントは単に人々を鼓

舞するモデルとなるだけではなく、職場

やもっと広い業界でジェンダー平等の主

張を積極的に推進するものです。 

タイムライン 

FRDCには 97年の豊かな歴史があり、

この業界を支える 1つの柱となっていま

す。フォンテラ大学院技術プログラム

（FGTP）は、私たちのイニシアチブの

礎であり、半世紀以上の間、業界のリー

ダーを育成してきました。私たちのジェ

ンダー多様性に対するコミットメント

は、男女比で実証されるように、現在も

続く確固とした努力です。FRDCは引き

続き、フォンテラ内で STEM分野の女性

を昇進させる主張を掲げ、進捗に合わせ

定期的に男女比の統計を評価・改善して

いきます。 

全体像 

フォンテラのイニシアチブは、STEM分

野、特にニュージーランドの酪農乳業セ

クターにおける女性の比率が低いという

課題に対処するための重要な一歩です。

研究開発の全職員に占める女性比率が

52％であることと多様性に対するコミッ

トメントにより、フォンテラ社は STEM

分野における女性のリーダーシップと参

加を積極的に促進しています。このイニ

シアチブはジェンダー平等を目指すだけ

でなく、多様な視点の価値も認識してい

ます。 

フォンテラは、女性と女児が STEMにお

けるキャリアを追求するよう奨励するこ

とにより、酪農業界において新たな機会

と道筋への扉を開いています。これは女

性のエンパワーメントにとどまらず、イ

ノベーションと問題解決能力の向上へと

導くものでもあります。多様性のあるチ

ームは、複雑な課題に取り組む能力があ

ることが知られており、絶え間なく進化

する酪農乳業の市場において、これは極

めて重要です。 

このイニシアチブは単に数だけではな

く、暮らしの改善に関わります。フォン

テラ社は、STEM分野のジェンダーの壁

を取り払うことにより、より包摂的で公

平な酪農乳業セクターをつくります。女

性と女児に、STEM分野で役割を果たし

成功する上で必要なスキルと知識を提供

し、酪農業界に関わるすべての人々が一

層強く豊かな未来を得られるようにしま

す。

私たちは男女の給与格差について監視と

自主的な報告をしており、男女格差は約

1.5％と、女性に有利な状況です。 

フォンテラ社のイニシアチブは基本的

に、より包摂的で前向きな考え方の革新

的な酪農乳業セクターをつくろうとする

もので、そこでは女性と女児に STEM分

野で優れた能力を発揮する機会を平等に

与えられ、それが最終的にはこの業界を

豊かなものにします。 

前提 

FRDCは STEMの分野、特に酪農乳業の

産業内でジェンダー格差と闘うための取

り組みに着手しました。これには、女性

の比率の低さなどの課題への対応、ステ

レオタイプや偏見との闘い、そして女性

のための STEM分野のキャリアにおける

道筋の構築などの課題に対処することが

含まれました。FRDCは、イノベーショ

ンには多様性が極めて重要であることを

知り、使命の一部として、酪農乳業のイ

ノベーション能力自体の強化と同時に、

STEM分野におけるジェンダー平等の向

上を目指しました。 

行動に移す 

フォンテラ社は、STEM分野の女性のエ

ンパワーメントのため、メンターシップ

（指導・助言）、専門能力開発、リーダ

ーシップ研修の各プログラムに着手しま

した。FGTPは開始から半世紀以上が経

ち、女性に平等な機会を提供する支援環

境を整えています。こうした活動は、女

性が STEM分野で優れた能力を発揮する

ための道を切り開き、包摂性とイノベー

ションの雰囲気を醸成しています。

FRDCは、350名超の職員のうち 52％が

女性です。
 
 
 

「今日、STEM分野の女性の地位向上が、明日

の酪農乳業を形成します」 
ローレット・バットストーン（Laurette Batstone） 

mailto:Laurette.batstone@fonterra.com
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成功の歴史 

FRDCのコミットメントは、STEM分野

で活躍する女性の割合を大幅に増加させ

ました。フォンテラ大学院技術プログラ

ム（FGTP）の開始以後、メンバーの

77％が女性である FRDC管理職・リーダ

ーチームから 2人の女性が部長（GM）

まで登り詰めました。FGTPのプログラ

ムは、酪農乳業の科学技術に関する修士

の学位を取得する機会を提供するもの

で、半世紀以上の間、多くの業界リーダ

ーを輩出しています。女性は現在、研

究、開発、イノベーションの各分野で重

要な地位を占めています。この包摂性

は、新鮮な視点をもたらし、イノベーシ

ョンを刺激し、複雑な課題への対処をよ

り効果的にしています。私たちは、こう

した取り組みにより、酪農乳業の科学が

大きな進歩を遂げ、フォンテラ社が酪農

乳業界のリーダーとしてさらに成功する

ことを信じています。 

取り組みの価値 

フォンテラ社のイニシアチブは、STEM

分野におけるジェンダー多様性の価値を

目に見える形で示しています。酪農乳業

界において、イノベーションを推進し、

顧客ニーズを満たし、競争力を維持する

ことにおいて、多様性のあるチームの利

点を提示し、他の組織の模範的役割を担

っています。平等な機会の重要性を強調

し、より包摂的で前向きな考え方の、影

響力のある協同組合を推進していきま

す。 

新たな機会 

フォンテラ社は、STEM分野の女性のエ

ンパワーメントの取り組みを持続し、拡

大していくことにコミットしています。

フォンテラ研究開発センター（FRDC）

は、引き続き、STEM分野における女性

の成長を支援し、求人募集の道筋を一層

多様化し、そして新たな協力と連携を追

求していきます。将来の機会には、メン

タープログラムの拡大や、STEM分野の

ジェンダー多様性を推進するための世界

的なイニシアチブへの参加が含まれま

す。 

参考文献 

Fonterra’s Diversity and Inclusion Initiatives. 

More about the FGTP programme.
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ナイジェリア 

ダノン社の南アフリカの将来

の酪農家プログラム 
南アフリカの将来の酪農家の能力向上イニシアチブ 

寄稿者 

ギセラ・マリッツ（Gisela Maritz） 

ダノン社（Danone）、南アフリカ 

 gisela.kruger@danone.com 

 
 

持続可能な開発目標 

ダノン社は 2023年に、国連の持続可能

な開発目標と足並みを揃え、健康、自

然、人々を 3本柱として同社の持続可能

性の目標を再構成しました。これはダノ

ン社の社会貢献の取り組みである「繫栄

する人々とコミュニティを支える柱（the 

Thriving People and Community 

Pillars）」のうちに含まれるもので、こ

れには酪農乳業コミュニティの向上も含

まれています。持続可能性はダノン社の

DNAの一部であり、このイニシアチブは

自社にまさにふさわしい冒険的企てでし

た。ダノン社は人々が持続可能性の道の

りの中心にいることを理解しており、経

済が目まぐるしく変化するなかで、将来

の繁栄のためのスキルと能力を備え、コ

ミュニティをエンパワーメントするの

は、私たちの特権であり義務です。ダノ

ン社は自社の最近の進捗に誇りを持って

おり、個人がジェンダーにかかわらず公

平に扱われる、多様性と包摂性のある従

業員育成の価値を理解しています。さら

に、ジェンダーバランスの取れたチーム

は、より十分な情報に基づいた意思決定

に貢献し、会社の評判を高め、法的要件

を確実に順守します。 

「酪農経営の将来は多くの要因により形成さ

れ、地域によりさまざまである一方で、女性

が酪農経営に貢献していることの認識の高ま

りとジェンダー平等への支援の拡大は、女性

主体で運営する酪農場の将来に明るい見通し

をもたらしています」 
ギセラ・マリッツ（Gisela Maritz）

タイムライン 

ダノン社が 2022年に Ncora Dairy社と初

めて結んだパートナーシップは今後も継

続する予定です。 

全体像 

「酪農乳業における女性：南アフリカの

将来の酪農家の能力向上」イニシアチブ

は、南アフリカの酪農乳業コミュニティ

の将来の酪農家の能力向上と支援に対す

るダノン社の継続したコミットメントの

現れです。酪農業において女性の能力開

発を支援することは、経済と将来の酪農

家の能力開発にプラスの影響を及ぼすで

しょう。このイニシアチブはダノン社の

2つの目的の中核にあたりますが、一方

で、ダノン社には企業としての社会的・

経済的責任があることも承知していま

す。 

前提 

このプログラムには、5日間のワークシ

ョップが含まれており、研修生はそこ

で、乳製品の製造、品質、オペレーショ

ン、マーケティング、乳製品の商業・小

売りのポジショニングを学習します。 

行動に移す 

ダノン社の社内では、社員の変革におい

て明らかな成功をおさめています。過去

2年間で、人材リーダーシップチームは

社内で適切な継承者のパイプラインを整

備して、将来も高い実績を挙げ成功する

文化をもたらすチームによる事業へとつ

なげようとしています。これには、2030

年までの経営におけるジェンダーバラン

ス、ならびに 2025年までの公平性の推

進およびジェンダーの給与格差の解消と

いう世界的な目標を達成するための積極

的な対策が含まれています。 

成功の歴史 

これは「将来の農場経営」プログラムの

パイロット・プロジェクトですが、代表

者は専門家と直接つながることができた

ため、貴重な技術移転がされたことは明

らかでした。ダノン社は、引き続き代表

者とつながりを持ち、現在および次回の

プロジェクトへの支援と指導・助言を提

供していきます。 

取り組みの価値 

女性を農業に積極的に参加させること

は、さまざまな理由から非常に大きな意

義があり、次のように個人、社会、およ

び世界の幸福に貢献しています。 

1. 経済成長と貧困の削減：農業において
女性をエンパワーメントすることは、

農業の生産性の向上と所得の増加につ

ながり、その結果、農村地域の貧困削

減と経済成長に貢献します。

mailto:gisela.kruger@danone.com
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2. 視点と能力の多様性：農業に女性の

優れた視点、スキル、知識をもたら

します。女性の関与により、農業慣

行の多様化、イノベーション、およ

び農業セクターの創造的な問題解決

を増やすことが可能です。 

3. 家庭とコミュニティの幸福：女性は

多くの場合、世帯の資源管理、およ

び家族の幸福の確保において中心的

な役割を果たしています。女性の農

業参加は、健康、教育、およびコミ

ュニティ全体の発展にプラスの波及

効果を与えることができます。 

4. 農村開発：女性の農業参加は、農村

地域の経済、インフラ改善、および

社会的サービスの推進により、農村

開発を前進させることができます。 

5. 持続可能な実践：女性は、持続可能

で環境に配慮した農業の実践を選ぶ

可能性がより高いことが示されてお

り、長期的な生態系のバランスと強

靭性に貢献します。 

6. エンパワーメントとジェンダー平等：

女性の農業参加は、女性の経済的・社

会的な力を強めることができ、農村社

会のジェンダー規範に挑戦し、ジェン

ダー平等を促進するのに役立ちます。 

7. 包摂的な意思決定：あらゆるレベルで

の農業の意思決定プロセスに女性が参

加することにより、方針と実践をより

包摂的で公平、かつ効果的なものにす

ることができます。 

新たな機会 

ダノン社は、Ncora Dairy社が「再生農

業」の実践に関連した指導・助言を行え

るよう、支援を継続していきます。ダノ

ン社の生乳の 10％は Ncora Dairy社の生

産によるもので、今後はこの割合を増や

すことを目指します。 

参考文献 

www.youtube.com/watch?v=_wpp0-dLdbM 

www.social-tv.co.za/danones-women-in-dairy-

programme-looks-to-tackle-food-security/ 

http://www.youtube.com/watch?v=_wpp0-dLdbM
http://www.social-tv.co.za/danones-women-in-dairy-programme-looks-to-tackle-food-security/
http://www.social-tv.co.za/danones-women-in-dairy-programme-looks-to-tackle-food-security/
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ナイジェリア 

アーラ社のナイジェリア・ミルクの道パートナーシップ

プログラム 
女性の酪農家がナイジェリアの指導的地位につく 
寄稿者 

イレーネ・クイスト・モーテンセン（Irene Quist Mortensen） 

アーラ・フーズ社（Arla Foods）、デンマーク 

 irqmo@arlafoods.com 

 

持続可能な開発目標 

ミルクの道パートナーシップ（Milky 

Way Partnership）による能力開発、およ

びダマウ家庭用牛乳農場プロジェクト

（Damau Household Milk Farm Project）

の協同組合事業のプロセスは、両者とも

特に女性参加に目を向けています。アー

ラ・フーズ社とそのパートナーはこの両

者を重視して、SDG5に寄り添いジェン

ダー平等の達成という野心を支持してい

ます。 

ナイジェリア国家統計局（2020年第 4

四半期）によれば、女性の失業率

（35.2％）と不完全雇用率（24.2％）は

ともに、男性の同じ統計値（それぞれ

31.8％と 24.2％）より高くなっていま

す。 

ミルクの道パートナーシッププロジェク

トでは、訓練セッションに参加すること

により、牧畜農家が乳の収量と品質を高

め、所得を増やすことができるようにな

りました。参加した牧畜農家の大半は女

性で、彼女たちは経営の成り立ち、およ

び牧畜農家が商業的な酪農乳業バリュー

チェーンの一部であることの好機につい

ての理解も得られました。 

ナイジェリアの女性の 36％（男性は

24％）は金融から排除されているため

（ナイジェリア中央銀行、2019年）、ミ

ルクの道のイニシアチブではこの問題に

も対応して、女性が自分の銀行口座を開

設できるよう支援し、向上した収入の取

り扱いに関する情報提供を行いました。 

「私たちは以前は行商で牛乳

を売り歩いていたものでし

た。今はもう行商をしなくて

も、私の子ども達は学校に通

えています」 

ナイジェリアのルモ・コサム協同組合

（Luumo Kosam cooperative）の女性

酪農家、ハディザ・ジブリンさん

（Hadiza Jibrin） 

ダマウ家庭用牛乳農場プロジェクトで

は、遊牧民の牧畜農家 1,000戸の定住を

目的として、複数の協同組合が新設され

ました。ここでは女性の参加比率がより

重視され、経営幹部に女性が選出された

ことから、ナイジェリアの将来の酪農乳

業セクターの発展において女性の意見が

求められ、取り入れることができるよう

になりました。 

タイムライン 

アーラ社が国内の酪農乳業バリューチェ

ーンを対象に人権評価を実施した 2015

年にこのプロジェクトが始まりました。

2016年にはミルクの道パートナーシップ

プロジェクトが始まりました（2023年終

了予定）。その後、2019年にダマウ家庭

用牛乳農場の建設が始まり、2023年に最

新式のアーラ酪農場が開設しました。こ

れらはすべて、「ナイジェリア・グリー

ンで生産的な酪農パートナーシップ

（Partnership for Green and Productive 

Dairy in Nigeria）」（2023～28年）の基

盤となる 3本柱です。 

全体像 

ナイジェリアでは、女性が伝統的に牧畜

酪農業の中心的な担い手となっていま

す。女性が牛の乳を搾るので、男性は牛

を所有しますが、生乳は女性が所有しま

す。 

生乳の一部は自家消費のために取り置か

れ、残りが販売されます。生乳の販売収

入は世帯の出費にまわされ、栄養のある

食べ物や子どもの教育など重要な生活必

需品になります。家父長制と宗教上の教

えが伝統的な牧畜を営む世帯でのジェン

ダーの役割や世帯内の力関係に影響を与

え、歴史的に意思決定における女性の役

割は大きくありませんでした。 

ミルクの道パートナーシップでは、プロ

ジェクトの最初から女性のエンパワーメ

ントに焦点が絞られていました。女性の

酪農家がプロジェクトの活動について十

分な情報を得られるように、女性に対す

るコミュニケーションのチャンネルが確

立され、女性自身の選択を表明する正式

な発言権が与えられました。大きな成果

の 1つは、ダマウ家庭用牛乳農場プロジ

ェクトで新設された協同組合内の正式な

役職に女性が民主的な選挙で選ばれたこ

とです。これにより、農場コミュニティ

では女性が完全にガバナンスに関わり、

発言権を得て、ナイジェリアの持続可能

な酪農乳業セクターの発展に影響を与え

ることができるようになります。 

前提 

このイニシアチブの目的は、酪農乳業の

活動に女性を完全に取り込むようにする

ことでした。女性が協同組合で発言権を

持ち、ガバナンスに関与する一方で、女

性の金融面の包摂と経済的自立について

も確保しています。ナイジェリアの酪農

乳業の経営に持続可能な将来をもたらす

には、女性の参加が必要不可欠であり、

平等の権利が成功の前提条件です。 

行動に移す 

牧畜酪農業のコミュニティでは、大半の

女性の情報アクセスは限られたものであ

るため、まず第一に行うべき重要なこと

は女性のプロジェクトアシスタントを雇

うことでした。これにより、女性の酪農

家と直接コミュニケーションが取れるよ

うにすることで、プロジェクトの情報を

確実に女性に届けるとともに、女性の不

安や希望を自由に伝えられるチャンネル

を確立することができました。 

ジェンダーワークショップも開催され、

女性のエンパワーメントを推進するため

の行動計画が作成されました。この中に

は、ナイジェリア国家統計局（2022年）

によるとナイジェリアの女性の 35％のみ

が自身の銀行口座を保有している中、女

性の銀行口座を開設するためのステップ

も含まれています。

mailto:irqmo@arlafoods.com
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プロジェクトのすべての会合やワークシ

ョップには、規則として女性の出席が義

務付けられました。 

 

成功の歴史 

5,365人の女性酪農家が能力開発セッシ

ョンに参加し、そのテーマは、牛群の健

康、生乳と搾乳の衛生、協同組合の設立

と経営、酪農事業経営などでした。セッ

ションは男性と女性の双方に案内され、

女性参加比率は 50％を超えました。 

それに加え、酪農家、普及員、集乳セン

ターマネージャー、家畜の専門家からな

る 81人の女性が、選定されたテーマの

専門職研修に出席しました。 

181人の女性と 60人の若い世代の女性

が、飼料の起業家精神の養成とスキルの

獲得（仕立業、編物、美容師業、ベッド

メイキング）について、収入増の追加手

段を付加した研修を受けました。 

31名の女性がダマウ家庭用牛乳農場で新

設された協同組合の正式な役職に民主的

な選挙で選ばれ、女性には今やナイジェ

リアの酪農乳業セクターの発展に影響を

与える発言権を持つようになった事が伝

統的な牧畜コミュニティで受け入れられ

ていることが示されています。 

 

取り組みの価値 

伝統的な牧畜コミュニティの女性は現

在、自分が所有主であるという当事者意

識を実感しています。女性は、酪農乳業

の経営だけでなく、裁縫や石鹸づくりと

いった他のスキルを学んだことから多く

の収入源にアクセスできる力を身に付

け、女性に対する金融排除を弱めていま

す。 

重要な点は、全体に世帯収入が向上した

結果、子ども達も学校に通えるようにな

り、ナイジェリアの女性の将来世代によ

り良い出発点を確保できたことと、酪農

乳業セクター全般の発展にもつながった

ことです。 

この取り組みから得られた重要な所見は

次の 3つです。 

1. 参加への呼びかけの際、能力開発セッ

ションに参加する女性の人数は男性よ

り多かったこと。 

2. 女性専用の安全なプラットフォームが

あると、女性は安心してこの業界の発

展について抱いている自分たちの不安

や思いを伝えてくれたこと。 

3. 伝統的な牧畜コミュニティの男性は、

自分たちが関与し、取り込まれている

と感じる限り、変化に反対することは

なかったこと。 

 

 

 

新たな機会 

研修セッション参加者や協同組合の指導

的な地位の女性比率は、既に達成してい

る成果の上に継続して築いていくことが

重要です。女性から女性への直接的なコ

ミュニケーションと収入増の機会に関す

る教育は、将来、このイニシアチブの中

心となる重要な手段です。 

ダマウ家庭用牛乳農場、およびアーラ農

場の開設と運営、雇用拡大に伴い、商業

的な酪農乳業セクターのあらゆる分野で

より多くの女性が雇用の機会を得るとと

もに、継続する仕事の一環として、女性

の参加状況を監視・追跡されるようにな

ることが必要不可欠です。 

 
 

参考文献 

Sustainable Dairy Development | Arla 

Arla Foods cements commitment to support local 

dairy development in Nigeria with inauguration of 

state-of-the-art farm | Arla 

Damau Household Milk Farm 

(damaumilkfarm.com) 

arla.com/globalassets/arla-global/company---

overview/responsibility/human-rights/arla-human-

rights-assessment-in-nigeria-november-

2015_1.pdf

© Hans-Henrik Hoegh 
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セネガル 

セネガルでヤギ乳が禁制品から収入源に 

ヤギと牛の両方の家畜バリューチェーンにおける女性のエンパワーメント 

寄稿者 

エルザ・ヴァスール（Elsa Vasseur） 

マギル大学（McGill University）、カナダ 

 elsa.vasseur@mcgill.ca 

 
 

持続可能な開発目標 

生乳は、女性が家計を補い、家族の安全

と幸福に貢献することで、女性の生活環

境を改善させることができます。にもか

かわらず、女性は自分たちの収入を制限

することがある多くの制約を受けていま

す。私たちのイニシアチブは従って、ヤ

ギと牛のバリューチェーンを改善するプ

ロジェクトや政策から女性も利益を得る

ことができるよう、女性とその認識を考

慮に入れる重要性を強調しています。 

タイムライン 

セネガルのファティック州でマギル大学

と地元の共同研究者により、2段階の研

究行動プロジェクトが実施されました。

第 1段階（2019～20年）では、牛乳と

ヤギ乳のバリューチェーンから 50人の

女性生産者をサンプルとして調査が行わ

れました。第 2段階（2021年）では、

地元のプロジェクト参加者と研修プログ

ラムを作成し、20人の女性研修生で試

し、最初の研究で特定されたスキルの強

化を図りました。 

全体像 

セネガルの酪農乳業産業は、急速な都市

化と人口増、そして乳製品に対する消費

者の需要増を背景に、発展し進化を遂げ

ている一方で、セネガルの人々の食生活

の変化に対応しています。牛とヤギのバ

リューチェーンはそのため、栄養豊富な

非常に重要な食料源として機能し、セネ

ガルの何百万もの人々、特に子どもと出

産可能年齢の女性の食事のニーズを満た

すのに役立っています。ヤギの飼育は肉

の供給源としても重要で、牛の屠殺があ

まりされない農村地域においては特にそ

うです。しかし、ヤギは栄養価も高く経

済的に重要であるにもかかわらず、ヤギ

の部門は一定の文化的な考え方からまだ

抜け出ていません。 

私たちの研究では、ファティック州の畜

産セクターでヤギと牛の生産活動への女

性の参加について全体的な調査を行うた

め、バリューチェーンの分析アプローチ

が採用されました。バリューチェーンと

は、製品またはサービスがさまざまな生

産段階を経ることにより必要な価値を付

加される一連の活動のことです。今回の

バリューチェーン分析アプローチによ

り、私たちは牛とヤギのバリューチェー

ン（生産、処理加工、運輸、マーケティ

ング等）の各部門における女性の参加と

認められる貢献について把握するだけで

なく、どこに改善の機会があるかを知る

こともできました。 

前提 

私たちは行動研究モデルを採用し、ファ

ティック州で行った家畜生産セクターに

おける女性の参加と課題に関する研究の

提案に従い、現地での活動を実施しまし

た。 

行動に移す 

ファティック州で女性と他の酪農家によ

って提起された課題に対処するため、

様々な地元の関係者と共同で設計された

研修モジュールが開発されました。 

 

© E.Habanabakize, McGill University 

 

© E.Habanabakize, McGill University 

研修生は、気候変動を背景として、地元

で入手可能な材料を用いて家畜飼料を生

産する実践的なスキルや技術を身に付け

ました。研修の中で、女性が起業に際し

て製品と収益の多様化が図れるよう、生

乳の衛生上の観点や副産物の加工・マー

ケティングの側面も取り上げられまし

た。 

成功の歴史 

• 提案や介入戦略を作成し、酪農乳業セ

クターのステークホルダーが提起され

た課題に対するニーズを認識できるよ

う支援するとともに、女性が家畜の生

産を通して暮らしを向上させるよう支

援する機会と提案に基づき行動しまし

た。 

• 大学の中核的使命は能力開発です。こ

のプロジェクトでは地元の協力者とと

もに行った結果、女性の大学院生や女

性の酪農家が研修に参加し、科学・技

術の知識を強化することにより、幅広

い層の人々に影響を与えました。

mailto:elsa.vasseur@mcgill.ca
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「セネガルのファティック州での私たちの研

究から、女性は牛乳よりもヤギのバリューチ

ェーンに、より積極的であることが分かりま

した。その理由は、ほとんどの女性にとっ

て、家畜へのアクセスは家畜を管理する男性

（夫、父親、息子）との関係によるものです

が、一般に男性はヤギや小型反すう動物には

関心がないことが多いためです」 

エルザ・ヴァスール（Elsa Vasseur） 

参考文献 

https://doi.org/10.1186/s40100-022-00241-8 

https://doi.org/10.1186/s13570-022-00234-8 

https://www.mcgill.ca/globalfoodsecurity/research-

in-itiatives/research-projects/performance-et-

adaptation-des-systemes-delevage-et-filieres-lait-

et-vian-de-au-senegal 

取り組みの価値 

• セネガルの大学院生 3人（科学修士 2

人、博士 1人）が、コミュニティ研究

と科学的知識の普及に関する研修を受

けました。彼女たち 3人は 2つの科学

雑誌の査読付き論文の共同執筆者とな

りました。 

• 20人の研修生が研修講師となったこ

とにより、その後の数年にわたり、何

百人もの酪農家にスキルを伝えること

ができました。 

• 2本の技術文書が多言語で書かれ、セ

ルフトレーニング用にオンラインで収

取可能です。 

新たな機会 

ファティック州全体で畜産セクターを進

歩させるためには、全ての重要な関係

者、特に女性の役割と、バリューチェー

ンの多様性とその補完性を十分に認識し

た総合的な経営政策が必要です。このた

めには、ヤギと牛の両方のバリューチェ

ーンがもたらすニーズと機会について計

画的に検討を行いながら、話し合いと改

革の中心にジェンダー・メインストリー

ミング（主流化）を据えるというような

方針や活動を確立する必要があります。 

© E.Habanabakize, McGill University 

https://doi.org/10.1186/s40100-022-00241-8
https://doi.org/10.1186/s13570-022-00234-8
https://www.mcgill.ca/globalfoodsecurity/research-in-itiatives/research-projects/performance-et-adaptation-des-systemes-delevage-et-filieres-lait-et-vian-de-au-senegal
https://www.mcgill.ca/globalfoodsecurity/research-in-itiatives/research-projects/performance-et-adaptation-des-systemes-delevage-et-filieres-lait-et-vian-de-au-senegal
https://www.mcgill.ca/globalfoodsecurity/research-in-itiatives/research-projects/performance-et-adaptation-des-systemes-delevage-et-filieres-lait-et-vian-de-au-senegal
https://www.mcgill.ca/globalfoodsecurity/research-in-itiatives/research-projects/performance-et-adaptation-des-systemes-delevage-et-filieres-lait-et-vian-de-au-senegal
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インド 

シュリーヤ社のイノベーションとイニシアチブ 
女性のエンパワーメントでコミュニティを豊かに 

寄稿者 

M・ニシャント（M. Nishanth） 

シュリーヤ・マヒラ生産者会社（Shreeja Mahila Milk Producer Company）、インド 

 nishanth.m@shreejamilk.com 

 
 

持続可能な開発目標 

シュリーヤ社のイノベーションとイニシ

アチブは、国連の持続可能な開発目標

（SDGs）に貢献しており、その主なも

のは次の通りです。 

1. 目標 1：貧困をなくそう‐シュリーヤ

社は、貧困を削減し、経済のエンパワ

ーメントを促進する SDGの目標に合

わせ、メンバーの財政の健全性を高

め、貯金を増やし、資産を形成するこ

とに重点を置きます。 

2. 目標 2：飢餓をゼロに‐シュリーヤ社

は、酪農乳業の振興と生乳生産の増進

により、食料安全保障の確保と持続可

能な農業の振興に貢献します。 

3. 目標 5：ジェンダー平等を実現しよう

―シュリーヤ社は、酪農乳業セクター

における女性のエンパワーメント、女

性比率、女性管理職・リーダーを重視

することにより、ジェンダーの平等を

達成し、すべての女性と女児のエンパ

ワーメントを図る目標を直接支援しま

す。 

4. 目標 8：働きがいも経済成長も‐シュ

リーヤ社のイニシアチブは、酪農乳業

のサプライチェーン全体を通して女性

にさまざまな役割の雇用機会を提供す

ることにより、包摂的な経済成長と働

きがいのある人間らしい仕事（ディー

セント・ワーク）に貢献します。 

5. 目標 12：つくる責任つかう責任‐酪

農乳業の業界において持続可能で倫理

的な実践を促進するというシュリーヤ

社のコミットメントは、責任ある消費

と生産のパターンを確保するという目

標に一致しています。 

6. 目標 15：陸の豊かさも守ろう‐シュ

リーヤ社は、持続可能な農業、動物の

福祉、環境の保全を重視することによ

り、陸の生態系を守り、持続可能な土

地利用を促進するという目標に貢献し

ます。 

7. 目標 17：パートナーシップで目標を

達成しよう‐シュリーヤ社と、そのメ

ンバー、政府機関、および開発組織を

含むステークホルダーとの連携は、

SDGsを達成するためのパートナーシ

ップの重要性を示す良い例です。 

タイムライン 

2014年に開始し、現在も目標に向かい前

進しています。 

全体像 

シュリーヤ社は、12万人もの女性のメン

バー数を誇る、世界の酪農乳業界で最大

の女性の基盤を持っています。シュリー

ヤ社が他と違うところは、そのサプライ

チェーンのすべての段階で女性のエンパ

ワーメントに取り組んでいることです。

シュリーヤ社は、集乳から副産物の販売

まで、プロセス全体を通して戦略的に女

性を関与させることにより、女性の積極

的な参加と経済的なエンパワーメントを

確保しています。シュリーヤ社は、女性

のみをメンバーとして迎え、会社の株式

を保有させ、所有権を与えるという画期

的な方法を行っています。この手法は、

シュリーヤ社の膨大な数のメンバーに金

融包摂を提供するだけでなく、酪農乳業

界の女性の中でもとりわけ所有主である

という当事者意識と誇りも生んでいま

す。シュリーヤ社は、女性を重要なステ

ークホルダーとして認識することによ

り、より包摂的で公平なビジネスモデル

を推進しています。シュリーヤ社は、デ

ジタルテクノロジーを活用し、運営の合

理化と効率性の向上を図っています。同

社はデジタル化により、12万人のメンバ

ーにタイムリーで明確性の高い牛乳代金

の支払いを確実に行っています。支払い

は 15日ごとに処理され、支払い相手の

女性に金銭的な安定性と予測可能性を与

えています。 

前提 

シュリーヤ社のイニシアチブとプログラ

ムは、酪農乳業セクターの女性のエンパ

ワーメント、および女性の管理職・リー

ダーの推進に次のように大きく貢献して

います。 

1. 流動性の向上：シュリーヤ社は、能力

開発プログラムを提供することによ

り、女性は社会的な制約を克服し、ガ

バナンスや事業の役割を積極的に担う

力をつけています。 

2. 経済的な自立：女性は社会参加を通し

て経済的自立を獲得することにより、

家族に栄養価の高い食物を与え、資産

を形成しています。 

3. 教育と機会：資質が向上し、権限を与

えられた女性は、子どもに対する質の

高い教育を優先し、子どもが高等教育

を受け、より幅広い機会を活用できる

ようにします。 

4. 意思決定と成長：力を付けた女性は意

思決定において積極的な役割を果た

し、自分たちだけでなく、12万の女

性の家族にも恩恵を与えます。女性に

よる意思決定は、酪農乳業セクター全

体の成長と発展に貢献します。 

行動に移す 

シュリーヤ社は、酪農乳業セクターにお

ける女性のリーダーシップとエンパワー

メントの強化を目指し、次のようなイニ

シアチブとプログラムを実施していま

す。 

1. 女性に限定した会員制：シュリーヤ社
には、女性のみをメンバーとして迎

え、会社の株式を保有させ、所有権を

与えるという独特の方針があります。

この手法により、女性は組織と意思決

定プロセスへの直接的な利害関係を必

ず有するようになります。 

2. 女性中心のサプライチェーン：シュリ

ーヤ社は、集乳から副産物の販売ま

で、サプライチェーン全体に女性を戦

略的に関与させています。シュリーヤ

社は女性を経営上重要な任務につける

ことにより、酪農乳業セクターにおけ

る女性の管理職・リーダーの積極的な

参加を促進します。 

3. 金融包摂：シュリーヤ社は、透明性の

高い定期的な支払いシステムを提供す

ることにより、12万人の女性メンバ

ーに金融包摂を行っています。同社

は、牛乳代金の支払いをデジタル化し

たことにより、女性が報酬を速やかに

受け取り、家計の運営を効果的に行え

るようにしました。

mailto:nishanth.m@shreejamilk.com
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4. 女性が主導する方針のガバナンス：シュ
リーヤ社は、農場経営の規模や収益性に

おいてさまざまな背景を持つ女性メンバ

ーの比率を確保し、女性が主導する方針

のガバナンスを実施しています。このよ

うな包摂的な手法により多様な視点が可

能になり、意思決定プロセスにおいて、

組織内のあらゆる女性のニーズと願望が

確実に反映されるようにします。 

5. 二層のガバナンス体制：シュリーヤ社

は、村落連絡グループとメンバー関係グ

ループから構成される二層のガバナンス

体制を確立しています。村落連絡グルー

プは 7人のメンバーごとの代表からな

り、メンバー関係グループは 1つの村落

を代表します。これらのグループは、女

性メンバーの中で管理職・リーダーを質

的に発展させるプラットフォームの役割

を果たし、女性の積極的な参加により組

織の方向性を決定するよう奨励していま

す。 

 
 

成功の歴史 

シュリーヤ社の 5,000人のメンバーを対

象に実施したサンプル調査の結果、シュ

リーヤ社のイニシアチブが酪農乳業セク

ターの女性のエンパワーメントにもたら

した影響が、重要業績評価指標（KPI）

のいくつかで説明されます。調査の結

果、次のような大きなプラスの成果が明

らかになりました。 

1. 貯蓄額増加率：調査対象メンバーの
100％が貯蓄額が増えたと回答してお

り、財政の健全性を高めるシュリーヤ

社のイニシアチブの効果を示していま

す。 

2. 意思決定影響率：調査対象メンバーの

100％が家族が主要な家計支出につい

て女性に相談すると述べており、意思

決定過程への関与の増加が強調されて

います。 

3. 資産形成率：調査対象メンバーの

77％が牛を購入し、23％が家の修理

をし、12％が土地を購入し、27％が

その他の資産を購入しており、資産形

成に対するプラスの影響を示していま

す。 

4. 購入力指数：調査対象メンバーの

100％が衣料品、教育、保健サービス

の購入力が向上したと回答しており、

経済的自立の強化を示しています。 

5. 社会的エンパワーメント指数：調査対

象メンバーの 100％が、世帯収入への

貢献、尊敬の獲得、重労働の削減など

のプラスの社会的変化を経験しまし

た。 

6. 栄養摂取率：調査対象メンバーから、

豆類、果物、牛乳・乳製品の摂取量が

高まったという回答があり、栄養改善

を示しています。 

 

「女性は搾乳で手に

入れた力で実権を握

っています」 

M・ニシャント（M. Nishanth） 

取り組みの価値 

シュリーヤ社のイニシアチブは 2014年

の開始以来、すべての生乳代金の支払い

を個人の銀行口座を通して確実に行うこ

とにより、360億ルピーを農村経済に投

入してきました。さらに、総額で 4億ル

ピーの利益を生産者に還元しています。

生乳生産者は 100億ルピー規模の利子を

得ているため、イニシアチブは次のよう

な点で重要な学びがあったことを強調し

ています。 

1. 女性を最前線に置くことで、開発が進

みます。 

2. 酪農乳業は、予測できないことが多い

農業セクターに安定性をもたらしま

す。 

3. 農村変革のために酪農業を活用するに

は女性のエンパワーメントが必要で

す。 

4. 酪農乳業で女性を昇進させることは、

女性をエンパワーメントするだけでは

なく、世帯の成功、コミュニティの成

長、そして国の持続可能な発展への道

を開きます。 

新たな機会 

シュリーヤ社のイニシアチブは将来有望

です。

今後 5年でさらに 100万人の女性メンバ

ーの統合を目指します。 

デジタル時代の利点を活かし、シュリー

ヤ社の酪農乳業サプライチェーン全体に

AI（人工知能）や IoT（物のインターネ

ット）を取り入れることになっていま

す。環境に配慮し、脱炭素化と代替エネ

ルギー源への移行を目標とした方向転換

が現在進行中です。シュリーヤ社はま

た、消費者の好みの変化に合わせ、取扱

製品の幅を広げようとしています。最も

特筆すべきは、シュリーヤ社がメンバー

の利益を 10倍にしようと考えているこ

とで、これはコミュニティの繁栄と持続

可能な成長に対する私たちのコミットメ

ントの証しです。 

参考文献 

https://youtu.be/K7VJX2D0GGI 

https://youtu.be/u1Tb5HmQH-I 

 

https://youtu.be/K7VJX2D0GGI
https://youtu.be/u1Tb5HmQH-I
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インド 

ヴァスダーラー・デーリーの物語 
酪農乳業により女性のエンパワーメントを推進 
寄稿者 

ナレンドラ・B・ヴァシ（Narendra B Vashi） 

ヴァルサド地区生乳生産者協同組合（ヴァスダーラー・デーリー）（Valsad District Cooperative Milk 

Producers’ Union Limited (Vasudhara Dairy)）、インド 

 nbv@valsadunion.com 

持続可能な開発目標 

ヴァスダーラー・デーリーのイニシアチ

ブは、次の持続可能な開発目標

（SDGs）に一致しています。第 1に、

「SDG1：貧困をなくそう」と関連し、

酪農協同組合であるヴァスダーラー・デ

ーリーは、農村に雇用を生み出すことに

より、貧困や機会の欠如に苦しむ人々に

生計の手段を提供しています。女性は、

酪農を通して、自分自身や家族を支える

だけでなく、食料や収入を求めて移住を

することなく、自分たちのコミュニティ

全体の経済的成長に貢献することも可能

になります。 

第 2に、「SDG2：飢餓をゼロに」に従

い、ヴァスダーラー・デーリーは食料安

全保障および持続可能な農業の推進にお

いて極めて重要な役割を果たしていま

す。ヴァスダーラー・デーリーは、酪農

乳業の経営を奨励し、畜産に関する研修

を提供し、そして改良種の使用を促進す

ることにより、生乳生産の増進と、女性

の栄養状態の改善に貢献しています。イ

ンドは採食主義の国であることから、乳

はタンパク質とマルチビタミンの最も重

要な栄養源です。 

さらに、ヴァスダーラー・デーリーの取

り組みは「SDG3：すべての人に健康と

福祉を」に一致しています。ヴァスダー

ラー・デーリーは、研修プログラムを通

して、家畜の適切なケア、ワクチン接

種、病気予防について女性を教育し、家

畜と女性双方の健康と福祉を確保しま

す。 

最後に、ヴァスダーラー・デーリーは農

村地域の女性をエンパワーメントするこ

とにより、「SDG5：ジェンダー平等を

実現しよう」を積極的に支援します。ヴ

ァスダーラー・デーリーは、酪農乳業の

活動に女性を積極的に関与させるととも

に、女性に指導的な役割を与えることに

より、ジェンダー規範に挑戦し、ジェン

ダー平等を促進します。 

「ヴァスダーラー・

デーリーは、農村の

女性をエンパワーメ

ントすることによ

り、農村に変革をも

たらします」 
ナレンドラ・B・ヴァシ（Narendra B 

Vashi） 

女性は、意思決定の権限を手に入れ、経

済的に自立し、そして自信を増すと、人

生を変え、長い間女性の成長を阻んでい

た障壁を打ち破ります。 

タイムライン 

このイニシアチブは 1973年に始まり、

現在もなお力強く前進しています。 

全体像 

ヴァスダーラー・デーリーが農村の失業

問題に取り組み、へき地の村の女性のエ

ンパワーメントを促進するその革新的な

手法は評価に値します。酪農の活動に女

性を関与させるとともに、指導的な役割

を与えることにより、伝統的なジェンダ

ーの役割に挑戦し、持続可能な収入の機

会を創出します。 

ヴァスダーラー・デーリーは、メンバー

の 75％を女性が占めることで、女性を経

済的・社会的にエンパワーメントしま

す。そのイニシアチブは多くの持続可能

な開発目標（貧困の軽減、食料安全保

障、健康、ジェンダー平等など）と整合

しています。ヴァスダーラー・デーリー

は、農村に雇用を生み出し、持続可能な

農業を促進し、家畜の健康を確保し、そ

して女性をエンパワーメントすることに

より、コミュニティ全体の発展に貢献し

ます。女性のみで酪農協同組合をつくる

というその戦略的な決定は、生乳生産量 

の増加と部族地帯への迅速な拡大によ

り、成功が明らかにされています。イン

ド先住民の女性は、研修プログラムを通

して、乳生産を向上させるための実践的

な知識と酪農業の実践を身に付けていま

す。地域の課題に取り組み、女性をエン

パワーメントする、ヴァスダーラー・デ

ーリーのインパクトの強い手法は評価す

る価値があります。 

前提 

ヴァスダーラー・デーリーのイニシアチ

ブには、Swavlambi Gramin Nari（牛へ

の融資）計画、自助グループ（Self-Help 

Group：SHG）、子牛飼育計画、バイオ

ガスプラントの建設などがあり、酪農乳

業セクターにおける女性のエンパワーメ

ントとリーダーシップに大きく貢献して

います。補助金付きの牛への融資によ

り、女性は経済的な自立を手に入れ、コ

ミュニティのロールモデルになっていま

す。SHGの組織化は女性の協調を育み、

金銭管理能力により女性をエンパワーメ

ントしています。子牛飼育計画は、女性

に畜産能力を披瀝する機会を提供するこ

とで、収入を生み、自尊心を植え付けて

います。女性がバイオガスプラントの建

設に関与することにより、持続可能な実

践を推進するとともに女性を環境保護の

リーダーとして位置付けています。これ

らのイニシアチブは全体として、女性を

経済的にエンパワーメントし、能力を高

め、酪農セクター内の適切な地位に置き

ます。 

mailto:nbv@valsadunion.com
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ヴァスダーラー・デーリーのスダーベ

ン・パテル副会長はそのようにして、現

在 10万人以上の酪農家を率いている女

性です。 

行動に移す 

ヴァスダーラー・デーリーは明確なイニ

シアチブを展開し、酪農セクターにおい

て女性のリーダーシップを強め、女性を

エンパワーメントしています。こうした

イニシアチブには、自助グループ

（SHG）、牛への融資、若雌牛飼育計

画、バイオガスプラント、そして近代的

な牛舎に対する財政援助などがありま

す。 

ヴァスダーラー・デーリーは、女性メン

バーの保証人兼資金供給プラットフォー

ムの役割を努め、女性限定に牛への融資

を提供しており、女性が生乳生産のため

に牛を購入し、経済の健全性を向上する

ことができるようにしています。ヴァス

ダーラー・デーリーはこのように、女性

がすぐに必要とする財政援助についても

行っています。若雌牛育成計画は、若雌

子牛を女性に提供することにより、成牛

の販売、あるいは生乳生産を通して、持

続可能な畜産と所得の創出を促進するも

のです。 

ヴァスダーラー・デーリーは女性の自助

グループの組織化を助け、そこでは知識

の共有、金融サービスへのアクセス、研

修、および起業能力の開発についてプラ

ットフォームを提供します。 

ヴァスダーラー・デーリーはまた、牛ふ

んや有機廃棄物を活用してバイオガスを

生産し、クリーンクッキング用のバイオ

ガスプラントを設置しています。このイ

ニシアチブでは、室内の空気汚染を削減

し、薪集めの負担から解放することで、

女性の健康を向上させています。牛舎の

近代化に対する財政援助では、畜産慣行

を改善し、動物の福祉を促進し、そして

効率的で持続可能な酪農乳業の経営を可

能にすることで、女性を支援していま

す。 

こうしたイニシアチブは、酪農乳業セク

ターにおける女性のリーダーシップ、経

済的自立、および女性全体のエンパワー

メントに対するヴァスダーラー・デーリ

ーのコミットメントを実際に示していま

す。ヴァスダーラー・デーリーは、リソ

ース、スキル、サポートを提供すること

により、女性が自立し、暮らしが向上す

るよう女性をエンパワーメントします。 

成功の歴史 

ヴァスダーラー・デーリーのイニシアチ

ブは、重要業績評価指標（KPI）で示さ

れているように、多大な影響を与えてい

ます。 

• Swavlambi Gramin Nari（牛への融

資）計画による受益者は、年間 857

人から 2,256人に増加し、これまでの

累計は 6万 2,048人にのぼります。融

資額は 26億 1,180万ルピーにのぼ

り、返済額は 25億 1,260万ルピーに

達しています。 

• 若雌牛育成計画は、若雌牛の累計頭数

が 5万 9,780頭に達し、融資額 4億

7,640万ルピーは着実に返済されてい

ます。 

• 自助グループ（SHG）計画は、5018

グループが組織され、累計貯蓄額は

16億 1,740万ルピー、会員数は 9万

3,816人です。 

• バイオガスプラント計画は、2018～

19年には 28基だった設置施設数が

2022～23年には 242基に急増し、累

計設置数は 1万 1,042基になっていま

す。この計画も、累計総額 312万 6

千ルピーと相当額の財政支援を受けて

います。 

これらの数値からは、ヴァスダーラー・

デーリーのイニシアチブが農村コミュニ

ティに、所得増、生活環境の向上、社会

経済的地位の強化など、重要で大きな影

響を与えていることがよく分かります。 

取り組みの価値 

ヴァスダーラー・デーリーの継続的な取

り組みを通し、800を超える村落に広が

る 7万 5,000人以上の女性が個人事業主

となり、持続可能な暮らしを手に入れま

した。これらの女性は、酪農業から月額

8,000ルピーの収入を得ることができる

ようになりました。この収入により、子

ども達に質の高い教育を与え、耐久性の

あるプッカ住宅を建設することで、女性

の社会経済的地位を向上させています。

この分野で働きたい人たちは、女性には

骨が折れる領域を特定し、その領域でで

きる限り誠実で根気よく問題を解決する

ことにより、大きな成果を達成すること

ができます。 

新たな機会 

私たちはさらに新たな機会を求め、女性

の所得増を目的として多商品を扱う農業

生産者団体（Farmer Producer 

Organisation：FPO）を設立する計画で

す。FPOは、蜂蜜、豆類、果物、青刈飼

料のような、ヴァスダーラー・デーリー

の女性メンバーの農場で取れる地場の農

産物を主に取引することになるでしょ

う。高まるインフレと酪農乳業の投入コ

スト増から、ヴァスダーラー・デーリー

の女性メンバーは追加収入が必要であ

り、FPOが役立つようになれば、それが

可能になります。さらに、インド政府の

FPO団体 1万計画により、FPOの事業

運営には助成金や優遇措置を役立てるこ

とができます。 
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インド 

アシャ・マヒラ生乳生産者会社の酪農乳業によるエンパ

ワーメント 
女性の乳生産者は皆、エンパワーメントの光り輝くシンボルです 
寄稿者 

ダルメーンドラ・マリク氏（Mr. Dharmendra Malik） 

アシャ・マヒラ生乳生産株式会社（Asha Mahila Milk Producer Company Limited）、インド 

 ampc.ce@ashamilk.com 
 

持続可能な開発目標 

アシャ・マヒラ生乳生産株式会社は、国

連持続可能な開発目標の SDG4、5、8お

よび 9に貢献しています。 

アシャ社にとって生乳は単に商品である

だけでなく、同社が営業する地域の女性

をエンパワーメントする道具でもありま

す。アシャ社は女性が完全所有している

組織で、運営は女性の取締役会が行って

おり、そこで成長し自信に満ちた女性の

起業家がリーダーとなっています。彼女

たちは自身の世帯収入に多大な貢献を

し、今やその才覚が証明された女性で

す。彼女たちはもはや劣っているとはみ

なされず、むしろ他の家族から助言や提

案を求められる存在です。こうしたこと

のすべては、持続的な暮らしを手にした

ことから可能になりました。これによ

り、最も困難な地域の 1つで、起業家精

神と女性の労働参加の扉が開かれまし

た。 

広範囲の社会経済の変化は、女性にとど

まらず、その家族に連鎖的に波及してい

ます。女性がアシャ社に納める生乳が良

い価格で換金されるため、子ども達はよ

り良い教育の機会や栄養価の高い食物を

得られます。 

アシャ社は生乳の代金をデジタルで直接

メンバーの銀行口座に支払うため、メン

バーの金融包摂につながりました。アシ

ャ社のメンバーは、融資、Kisanのクレ

ジットカード、利子収入、ATMの利用な

ど、さまざまな銀行の機能を簡単に利用

することができます。 

事業が途切れずに確実に継続するよう、

アシャ社は、酪農乳業のバリューチェー

ンで活動を行うため、堅固なインフラを

構築しています。インフラには集乳拠点

と生乳の品質を確保するため十分な装備

の生乳冷却センターが含まれ、これによ

って、生産者には透明性の高い支払いの

仕組みが、消費者には良質な牛乳がプラ

スの効果としてもたらされます。 

「チャーニング・チ

ェンジとは、酪農乳

業セクターで力を集

めて解き放つことに

より花開く女性のエ

ンパワーメントで

す」 

ダルメーンドラ・マリク氏（Mr. 

Dharmendra Malik） 

アシャ社は最近、集乳拠点に太陽光発電

による生乳冷却センターを配置していま

す。再生可能エネルギーの利用促進に加

え、電力使用量の節減に役立ち、同時に

生乳品質の確保も図られます。 

タイムライン 

アシャ・マヒラ生乳生産株式会社は、

2016年 3月にわずか 11名の女性生乳生

産者のメンバーにより法人として設立さ

れ、2016年 11月に業務を開始しまし

た。 

アシャ社はそれ以降、3万 5,000人を超

える女性生産者から成る会員組織を実現

し、650以上の村落で運営しています。

今後は 2027年末までに、少なくとも現

在の 2倍の村落で、3倍のメンバーを対

象に運営する予定です。 

この計画は、自給自足に対するアシャ社

のコミットメントと、企業間取引が主体

の事業者から消費者に愛されるブランド

へ移行したいという希望を反映していま

す。アシャ社は、牛乳、カテージチー

ズ、ギー（バターオイル）にとどまらな

い、製品ポートフォリオの多様化に注力

しています。チーズ、ヨーグルト、カー

ド（凝乳）、乳製品をベースにしたスイ

ーツ、アイスクリームのような加工製品

などです。 

発足当初は地域主体でしたが、今は全国

の消費者の需要に応えることに重点を置

いています。 

アシャ社は、インドの一流のミルクブラ

ンドになる決意です。 

全体像 

本部のあるラジャスタン州は、インドで

最大の面積の、7番目に人口の多い州で

す。しかし、工業化が遅れているため、

雇用手段は限られています。ほとんどの

女性は教育を受けていないため、生計手

段に女性が参加し認められることはもっ

と限られています。 

アシャ・マヒラ生乳生産株式会社は、現

時点で望ましい一連の人々に機会を限定

しない革新的な手法を取っていますが、

それは、すべての女性酪農家メンバーの

まだ活用されていない可能性を見い出

し、向上させる公平で現実的な手法で

す。 

家計収入に金銭的な貢献をしない扶養家

族とみなされていた女性が、今では家族

の重要な稼ぎ手であり、資金提供者とみ

なされるという、信じられないような夢

を、アシャ社は次の通り現実のものにし

ています。 

• 組織は女性が完全所有し、運営は女性

の取締役会が行っています。 

• アシャ社は収益の 85％を生乳代金と

して酪農家の銀行口座に戻していま

す。 

• 消費者の需要に応えるため、アシャ社

は生乳の企業向け販売に加え、

「Marudhara」のブランド名で小売販

売に進出しています。現在、取扱製品

にはダヒ（凝乳）、パニール（カテー

ジチーズ）、ギーが含まれています。

mailto:ampc.ce@ashamilk.com
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前提 

起伏のある地形と乏しい地下水が特徴の

荒涼としたラジャスタン州で、アシャ社

のイニシアチブは、持続可能な収入源の

構築を支援することによる女性のエンパ

ワーメントを目指しています。アシャ社

は、女性に経済的自立を達成するための

方法を提供することにより、人々の固定

的な考え方を変え、昔からの通念に挑戦

し、ジェンダー平等を育むことに取り組

んでいます。 

行動に移す 

アシャ社は、女性のエンパワーメントと

指導的な役割への関与の強化を目指し、

幅広いイニシアチブの実施を成功させて

います。取締役会に女性の取締役を含め

ることにより、多くのイニシアチブが用

意され、女性の優れた能力を明らかにし

ています。このイニシアチブに含まれる

管理職・リーダー育成プログラムは、財

務管理や指導力養成などの包括的な研修

を提供するもので、女性がガバナンスに

積極的に参加できるようにします。さら

に、女性教育プログラムは、酪農乳業セ

クターの生産性や収益性の向上のために

必要不可欠な知識を身に付けるもので

す。酪農乳業の業界トップのメーカー組

織を体験訪問することで、見識を広げ、

モチベーションを高めます。こうした取

り組みにより、アシャ社の女性の会員と

ガバナンスへの参加を増やし、アシャ社

の活動地域において女性の自信と起業の

スキルを養い、酪農乳業の経営が信頼で

きる収入源であるとの認識を育んでいき

ました。 

成功の歴史 

• 売上高 22億 4,670万ルピー／2,710

万米ドルを記録しました。 

• 2022～23年度には、715万 5,000ル

ピーをロイヤルティに対する報酬とし

てメンバーに分配しました。さらに、

1株当たり 8ルピーの配当を 3万

5,000家族に支払いました。 

• アシャ社の 11人の取締役のうち 9人

は女性で、民主的に選ばれています。 

• 購入者の対価に占める生産者の割合を

高めコストの最適化を図っています。

収入の約 85％が女性の酪農家メンバ

ーに払い戻されています。 

• 中間業者を排除することにより、公正

で透明性の高いシステムになっていま

す。生乳生産者会社（MPC）が直接

生乳を調達する設備を設置し、それに

より中間業者による搾取を排除しまし

た。テクノロジーの介在により、メン

バーの銀行口座への直接支払いがタイ

ムリーにできるようになりました。 

• Sahayak、運送人、AI技術者、流通パ

ートナーなどのステークホルダー約

730人が、アシャ社のイニシアチブに

より生まれた雇用機会から直接的・間

接的に恩恵を受けています。 

取り組みの価値 

このイニシアチブの価値は経済的利益を

超えて広がり、生乳生産者のすべてが女

性から成るこの会社は、女性のエンパワ

ーメントの光り輝く象徴になっていま

す。女性は、かつては伝統に縛られてい

ましたが、今ではコミュニティの発展、

ジェンダー平等、そして持続可能な暮ら

しを支える、社会・経済双方の強力な柱

となっています。 

さまざまな州・地域で同様の課題に取り

組んでいる人々は、私たちのモデルを再

現することにより、こうした経験から着

想や実践的な教訓を得ることができま

す。国と州の政府機関、およびアシャ社

と同様の活動を行っている NGOとパー

トナーシップを構築することにより、

Ashaのイニシアチブの成功と持続可能

性を高めることができます。 

新たな機会 

アシャ社は、望みを現実のものに変えて

おり、これは私たちの今も変わらない、

なくてはならない目標です。私たちは、

このイニシアチブの未来を明るいカンバ

スに描きます。そこでは、イノベーショ

ンと決断の一筆一筆が、次のような段階

を踏んで、ラジャスタン州の女性の成

長、エンパワーメント、そして持続可能

な繁栄の絵を描きます。 

• 取扱製品の多様化：ヨーグルトや紙パ

ック入り牛乳のような新しい付加価値

製品を発売し、広範な消費者市場に参

入することを期待しています。 

• 輸出ポテンシャルの活用：アシャ社

は、しっかりした土台の上に、他の州

や海外の市場を開拓し、収益と国際的

な認知度の向上を図る機会を創出して

いきます。 

• 技術交流プログラム：他の女性主導の

イニシアチブとの連携により、情報の

共有、スキルの向上、連帯感の醸成を

促進できるようにします。 

• コミュニティの能力開発：会員の子ど

も達の教育援助、特別に学業成績の優

れた子ども向けの奨学金プログラムの

開始等のようなコミュニティプロジェ

クトにさらに投資していきます。 

参考文献 

https://www.ashamilk.com/ 

https://www.ashamilk.com/annual-reports/ 

https://www.ashamilk.com/
http://www.ashamilk.com/annual-reports/
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インド 

サキ社から学ぶこと 

酪農業のボトムアップ手法によるエンパワーメント 

寄稿者 

ダルメンドーラ・クマル（Dharmendra Kumar） 

サキ・マヒラ生乳生産者株式会社（Sakhi Mahila Milk Producer Company Limited）、インド 

 sakhi.ce@sakhimilk.com 

 
 
 

持続可能な開発目標 

サキ・マヒラ生乳生産者株式会社は、国

連持続可能な開発目標の SDG1、2、5、

8および 9に貢献しています。 

サキ社では、生乳は単なる農産物として

の位置づけを超え、活動地域の拡大によ

って女性をエンパワーメントする有力な

道具となっています。酪農業は、決して

単なる職業ではなく、女性に収入を生む

能力というかけがえのない贈り物を授け

てくれるものです。これによって女性

は、貧困の苦しみの軽減と世帯収入への

直接の貢献が可能になり、食料安全保障

の確保と暮らしの質の向上を図ることが

できます。酪農乳業セクターにおける女

性の包摂は、社会のジェンダー平等の拡

大にむけた道筋を明らかにし、農村の女

性が意思決定を行い、指導的役割につけ

るようにします。 

サキ社は、草の根の活動に介在すること

により、Sahayak、MAITその他のステ

ークホルダーなどの職員に、多くの直接

的・間接的な雇用機会を創出していま

す。 

 

サキ社の労働力育成の取り組みは、包括

的な研修プログラムにより磨きをかけ、

各人が必要なスキルを身に付けて、品位

ある仕事へのアクセスと雇用適性の向上

を図ります。 

事業が途切れずに確実に継続するよう、

サキ社は、酪農乳業のバリューチェーン

で活動を行うため、堅固なインフラ(9)を

構築しています。インフラには集乳拠点

と生乳の品質を確保するため十分な装備

の生乳冷却センターが含まれています。

サキ社は技術力を活用し、透明性の高い

アクセス可能な道筋を構築しています。

システムにはモバイルベースのアプリケ

ーションが採用され、メンバーは英語と

ヒンディー語の両方で知見を得ることが

できます。日々降るように届く情報から

歴史的な統計まで、支払い情報からメン

バーの預金通帳まで、このシステムから

メンバーはいつでも十分な情報を得られ

ます。 

タイムライン 

サキ・デーリーは 2016年 3月 19日に設

立されて以来、成長を続け、酪農乳業セ

クターの女性の生活にプラスの変化を推

進しています。 

全体像 

豊かな文化の地、ラジャスタン州は家父

長制に長く支配されていた地でもあり、

今は変革ののろしが光り輝いています。

サキ社の存在が、女性のエンパワーメン

トの力の証明です。サキ社は、女性の自

立の制約となりジェンダー不平等を持続

させている社会的通念を打ち破る女性の

酪農家を支援しています。 

サキ社は、この不平等のサイクルを破壊

し、変革を促すものとして現れました。 

「サキ・デーリー

は、夢が生まれ、女

性が導き、コミュニ

ティが成功する場所

です」 
ダルメンドーラ・クマル（Dharmendra 

Kumar） 

昔のように生乳を販売する仕組みが組織

化されておらず、酪農家は生乳を中間業

者に販売しても何カ月も待たされて最低

限の対価か支払いもなかったときとは異

なり、サキ社はテクノロジーを活用し、

革命的な 10日間の支払いサイクルを導

入しています。クラウドベースのコンピ

ューティングソフトウェアは、サキ社の

女性酪農家メンバーに公正で透明性の高

い支払いの仕組みを確保しています。支

払いは直接、女性の銀行口座に入金され

ます。サキ社はさらに、モバイルアプリ

ケーションを立ち上げ、メンバーが自分

たちの記録をわずか数タップで楽に追跡

できるようにしています。2022～23年

には、総収入の 85％がメンバーへの支払

いに使用されています。 

前提 

女性が完全所有している組織であるた

め、活動やプログラムは酪農乳業セクタ

ーの女性のエンパワーメントと女性のリ

ーダーシップに大きく貢献しました。こ

れまで家から出たことのなかった女性

が、今では取締役会の会合に出席し、啓

発活動を企画し、会社の口座を管理して

います。女性は今や男性と同等に扱われ

ています。サキ社は、障壁（バリア）を

打ち破り、女性が成長できる環境を整備

する象徴として、エンパワーメントの本

質を捉えています。金融包摂と経済的自

立による、農村女性の社会経済的進歩が

それをよく現わしています。 © Sahki 

mailto:sakhi.ce@sakhimilk.com
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女性は今、正式な銀行サービスにアクセ

スし、預貯金をしています。ここから子

ども達と家族の生活に影響を及ぼす、め

ざましい進歩の好循環が生まれました。

女性が納める生乳が良い価格で換金され

る結果、今では、子ども達は教育の向上

の機会に恵まれ、家族は栄養、住居、衛

生の環境改善に浴しています。 

行動に移す 

サキ社は、酪農乳業セクターの女性のエ

ンパワーメントとリーダーシップを向上

させるため、メンバーに次のようなイニ

シアチブを開始しました。 

a. デジタルによる支払いにより、メンバ

ーは銀行の融資や信用貸しなどの利

用、酪農乳業の経営やその他の関連事

業に必要な農業の投入資材の入手がで

きるようになりました。メンバーを政

府や金融セクターの計画に結び付ける

ことにより、女性メンバーは自身の企

業の成長に役立つ、より良い設備や金

利の安いクレジットが利用できます。 

b. 管理職・リーダー育成プログラムは、

女性がサキ社のガバナンスに積極的な

メンバーやリーダーとして参加するた

めの訓練と準備を目的としています。

このプログラムにはさまざまな研修モ

ジュールが含まれており、その中に

は、研修関連の財務管理／銀行業務、

指導力養成、経営管理の職務と役割な

どがあります。女性メンバーは、会社

のオーナーとしての権利と責任をより

自覚するよう奨励されています。 

c. 女性教育プログラムでは、酪農乳業セ

クターにおいて生産性を向上させ、そ

れによって利益の増大を実現させるた

め、優れた家畜管理の実践などの特別

な意味合いについて教えられます。 

d. 業界体験訪問では、サキ社以外の酪農

乳業で世界のトップメーカー組織を訪

問することで、女性の志を広げ、目標

を達成するモチベーションを高めるの

に役立てます。 

成功の歴史 

• 売上高 34億 5,000万ルピー／4,170

万米ドルを記録しました。 

• 2022～23年度には、1億 7,900万ル

ピーをロイヤルティに対する報酬とし

てメンバーに分配しました。さらに、

1株当たり 8ルピー、合計 5,400万ル

ピーの配当を 3万 6,000家族に支払い

ました。 

• サキ社の 8人の取締役は女性で、民主

的に選ばれています。 

• 購入者の対価に占める生産者の割合を

高めコストの最適化を図っています。

収入の約 83％が女性の酪農家メンバ

ーに払い戻されています。 

• 中間業者を排除することにより、公正

で透明性の高いシステムになっていま

す。生乳生産者会社（MPC）が直接

生乳を調達する設備を設置し、それに

より中間業者による搾取を排除しまし

た。テクノロジーの介在により、メン

バーの銀行口座への直接支払いがタイ

ムリーにできるようになりました。 

• Sahayak、運送人、AI技術者、流通パ

ートナーなどのステークホルダー約

1,000人超が、サキ社のイニシアチブ

により生まれた雇用機会から直接的・

間接的に恩恵を受けています。 

取り組みの価値 

サキ・デーリーの変革の手法は、ジェン

ダー平等と経済の進歩が両立できること

を実例で示しています。サキ社がつくっ

たモデルは、酪農乳業の経営を通して女

性をエンパワーメントすることにより、

暮らしの向上だけでなく、女性の管理

職・リーダーの育成、金融包摂の促進、

そして農村コミュニティの強化も図りま

す。サキ社の成功は、農業における女性

の大きな可能性を示すとともに、他の分

野に対しても模範を提供している、希望

の光です。 

新たな機会 

• 女性の指導的役割への参加をさらに強

化し、ジェンダーに配慮したガバナン

スを推進します。 

• 再生可能エネルギーの導入を拡大し

て、カーボンフットプリントを削減す

ることにより、酪農業における持続可

能性を強化します。 

• 酪農乳業の経営に関わる女性を垂直・

水平方向ともに増やし、エンパワーメ

ントすることで、さらに多くの消費者

向けの製品を発売し、農業生産者団体

の FPOを設立して牛の餌の事業につ

いても正式に取り扱います。 

• 酪農乳業のバリューチェーンでより多

くの女性に役立つよう、透明性が高

く、入手しやすいテクノロジーを引き

続き活用します。 

参考文献 

Sakhi Mahila Milk Producer Company Ltd – Alwar, 

Rajasthan (sakhimilk.com) 

© Sahki 
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インド 

パアヤス社‐ラジャスタン州農村部の女性

変革ストーリー 

高収益の事業の背後で展開 

寄稿者 

ジャイエンドラ・チャトゥルヴェディ（Dr Jayendra Chaturvedi） 

パアヤス生乳生産株式会社（Paayas Milk Producer Company Limited）、インド 

 Jayendra.chaturvedi@paayasmilk.com 

 
 

持続可能な開発目標 

パアヤス社は、17の国連持続可能な開発

目標（SDGs）のうち 11の目標に貢献す

ることができています。 

1. 貧困をなくそう‐パアヤス社のモデル
は、乾燥地帯と半乾燥地帯の小集落で

農業を営む、大半がわずかな収入の小

規模農家と辺境の農家に、雇用と事業

の機会を提供しようと計画されたもの

です。このように、生計手段を支援す

ることで貧困を減らします。 

2. 飢餓をゼロに‐へき地の集落の貧しい

農家を雇用することで、飢餓のリスク

を抑制すると同時に、牛乳が入手しや

すくなり、乳製品が多様になります。 

3. ジェンダー平等を実現しよう‐このモ

デルでは無条件で、同等の報酬、投票

権、設備の利用、成長の機会が明確な

原則として定義されています。 

4. すべての人に健康と福祉を‐パアヤス

社のすべてのメンバー、特に女性メン

バー、および農村の若者を対象に、清

浄な生乳の生産と酪農業について雇用

生産者として教育する一大啓発キャン

ペーンを行っています。 

5. 質の高い教育をみんなに‐パアヤス社

は過去数年間に、3,700人近い生徒が

基礎教育を受けられるよう、奨学金を

支給しています。支給は能力に基づ

き、9、10、11、12の等級の生徒が対

象です。 

6. 人や国の不平等をなくそう‐メンバー

の入会、乳代金の支払い、投票権、

株、取締役会の構成等、あらゆる面で

平等です。カースト、信条、人種、宗

教に関する制限はありません。 

7. 産業と技術革新の基盤をつくろう‐パ

アヤス社は約 3500の小集落に、ITベ

ースの強力なシステムを備えた酪農乳

業バリューチェーンを通して、持続可

能で強靭なインフラを整備しました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さらに、「働きがいも経済成長も」、

「つくる責任つかう責任」、「気候変動

に具体的な対策を」、および「平和と公

正をすべての人に」の SDGs目標につい

ても、パアヤス社は高い成功率で達成し

ています。 

タイムライン 

2012年 12月に始まり、現在も続いてい

ます。 

全体像 

パアヤス社は、女性の識字率が低く、貧

困と飢餓の厳しい状況にある農村社会

で、女性を対象にテクノロジーをベース

にした持続可能で透明性の高いプラット

フォームをつくりました。 

そのような環境で生乳の調達を開始した

パアヤス社は、へき地の集落に入り込

み、酪農業を支えていながら、正当な分

け前を受け取っていなかった女性をエン

パワーメントしました。 

パアヤス社は、女性を昇進させる約束に

組織が従うという最も簡単な方法ではな

く、技術と人が介在して男性と女性が競

争する環境をつくりました。パアヤス社

は、テクノロジーに嫌悪感や恐怖感を抱

いている女性の間で、大規模な公開講座

の開催や学習・開発（L＆D）ツールの活

用により、テクノロジーの膠着を打開し

ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インド酪農乳業協会（Indian Dairy 

Association：IDA）はパアヤス社の女性

メンバーに、発足以来わずか 10年の間

に全国レベルの賞を 3回も授与していま

す。受賞理由は次の通りです。 

• 女性が担っている取締役／議長の役割 

• 女性会員数 4万人へと 3倍増の成長 

• 村落連絡グループの女性数 6倍増の成

長 

前提 

世界に通用する酪農乳業の組織を探求す

る中で、最大の課題は州の典型的な社会

経済状況のもとで限られた資源により実

績を挙げることです。目的は、「平等を

原則とし、ジェンダー、カースト、宗

教、人種、経済的地位に対する偏見のな

い、世界クラスの組織をつくる」ことで

す。 

行動に移す 

変革への戦略は次のレベルで実行に移さ

れました。 

• テクノロジー 

• 戦略 

• 人材管理（HRM） 

• 金融包摂

「パアヤス社は、フェミニズムでもマッチョ

イズムでもない、純粋に『平等』を原則とし

た、女性の成功物語をつむいでいます」 

ジャイエンドラ・チャトゥルヴェディ（Dr Jayendra Chaturvedi） 

mailto:Jayendra.chaturvedi@paayasmilk.com
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パアヤス社は、開始当初に透明性を確立

するため、酪農家から加工段階にわたる

までの酪農乳業バリューチェーンの間

に、生乳自動調達システムを実装しまし

た。これは、量、脂肪分、無脂乳固形分

（SNF）、価額などについて、各段階の

投入の詳細を記載したメッセージを即座

に投稿し、メンバーの SMS／モバイルの

アプリケーションに届けるものです。

SAP–ERPシステムが業務開始の初期か

ら導入され、透明性をさらに強化しまし

た。 

活動地域内の大多数の人々を対象とし

て、さまざまな教育・啓発プログラムに

よる大規模な交流イベントが開催されま

した。酪農乳業における女性の効率性と

生産性を向上するため、メンバー教育の

実施と同時に、学習と能力開発のための

プラットフォームがつくられました。パ

アヤス社が以上の通り介在し立ち上げた

プログラムの中には次のようなものがあ

ります。女性の自覚プログラム

（WAP）、生産者の自覚プログラム

（PAP）、清浄な生乳生産（CMP）自覚

プログラム、SAMVAADプログラム、管

理職・リーダー育成プログラムです。 

生乳生産者への代金の支払いは伝統的な

現金払いの形のままで、曖昧さを残して

いました。現金はほとんど男性が受け取

っていました。それが女性の自由とエン

パワーメントの大きな妨げとなっていた

ため、金融包摂の手法により、内陸の農

村部で大規模な銀行業務の活動が始まり

ました。パアヤス社は、すべてのメンバ

ーに銀行口座を開設したパイオニアの 1

つであり、売上代金の全額を生乳生産者

のそれぞれの銀行口座にのみ送金してい

ます。これにより女性メンバーは主導権

を握ることができるようになりました。 

成功の歴史 

女性の管理職・リーダーを示す重要業績

評価指標（KPI）は次の通りです。 

• 全国的な認知度‐パアヤス社は、発足
後最初の 10年で女性メンバーが IDA

の全インド賞を 3回受賞するという快

挙を成し遂げました。 

• あらゆるレベルでの女性参加者の増加

‐パアヤス社の女性会員は 3倍増に

（2013年の 1万 1,455人から 2023

年の 3万 8,241人へ）、村落連絡グル

ープの女性参加者は 6倍増に（2015

年の 450人から 2023年の 2,781人

へ）成長しました。さらに、男性が大

多数の取締役会で、2013年には 18％

だった女性取締役の比率は、2023年

には 36％になりました。2018年以降

は、女性が取締役会の議長に選出され

ています。 

• モデルの拡張性と実現性‐2019～20

年には、1日当たり最高 88万キログ

ラム、172億 7,100万の売上高を達成

しました。COVID-19パンデミック期

間中も、滞りなく維持できたことは、

事業の基盤が強いことを示していま

す。 

• 大成功を収める重要な全国計画の実施

‐パアヤス社は、全国酪農計画 Iの第

4サブプロジェクトを成功させた最先

端の事業者です。 

取り組みの価値 

パアヤス社のイニシアチブは、女性メン

バーの生活に次のような大きな変化をも

たらしました。 

• パアヤス社は、男性と女性の間で差別

も制限もない健全な競争を行うプラッ

トフォームをつくりました。女性メン

バーは 4万人に成長し、混成ジェンダ

ーの生産者組織としては画期的な規模

となりました。
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• 発足からわずか 10年の間に女性メン

バーが IDAの全インド賞を 3回受賞

したことは、パアヤス社のイニシアチ

ブによって生まれた名声と業績の水準

を示しています。 

• 数名の女性メンバーは普通の背景の出

身で、取締役会の最高の地位である議

長に就任しました。 

• パアヤス社は、メンバーの中から村落

連絡グループ（VCG）を編成し、生

産者とパアヤス社の橋渡しにしまし

た。VCGメンバーへの女性の参加は

短期間で 6倍に増え、これまでに述べ

た女性のエンパワーメントの成功をは

っきりと表しています。 

新たな機会 

生産されたものは販売する必要があり、

従って、ポイントとなる言葉は販売とマ

ーケティングです。現在の水準は、牛の

飼料販売が 4万 2,000トン、生乳販売が

1日当たり 8万リットル、ギーの販売が

890メートルトンですが、さらなる成長

も可能です。パアヤス社の目的は、投入

資源の提供も付帯した強力な調達ネット

ワークを創設し、持続可能な生計手段を

確立することです。投入する製品とサー

ビスの支援を受け生産される、生乳と乳

製品を販売する事業の機会を強化しま

す。パアヤス社は主に、十分に確立され

た流通ルートを通して生乳の形で原料を

収集します。これにより、女性に大きな

市場機会と持続可能な雇用機会を与え、

女性はこの供給ルートを活用して利益を

上げるマーケティングセンターにするこ

とができます。従って、テクノロジーの

ツールに関する最新の情報、学習・開発

（L＆D）の機会、および成長の機会を提

供することが戦略です。将来は、「女性

のために持続可能な農村の流通ルートを

つくります」。 

参考文献 

www.paayasmilk.com 

  

http://www.paayasmilk.com/
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中国 

伊利集団のキャリア昇進制度 

乳業における女性の品質管理者のエンパワーメントと女性管理職・リーダ

ーの披露 

寄稿者 

ワン・ペン（Wan Peng） 

内蒙古伊利実業集団（Inner Mongolia Yili Industrial Group Co., Ltd）、中国 

 wanpeng@yili.com 

 
 
 

持続可能な開発目標 

伊利集団は、公平なキャリア昇進ルート

を確立し、手続き、プロセス、成果の公

平性と透明性を推進することで、「ジェ

ンダー平等を実現しよう」の目標に多大

な貢献をしています。 

酪農乳業カレッジとデジタル教育センタ

ーの開設により、すべての女性に質の高

い技術教育、職業教育、高等教育への平

等なアクセスを確保しています。これに

より、仕事に必要な関連スキルの精通者

が増え、「質の高い教育をみんなに」の

目標に優れた貢献をしています。 

乳業の製品は妊産婦向けと乳幼児向けの

割合が高いため、この分野で女性の管理

職・リーダーをこれまで以上に活用して

おり、大きな優位性を示しています。私

たちは、母親である従業員の経験を活か

し、ターゲットである消費者の考えや需

要の全詳細について、より良く把握でき

ています。以前より質の高い妊産婦向け

と子ども向けの製品・サービスを開発す

ることで、消費者に信頼され、愛用され

ています。こうしたことにより、「飢餓

をゼロに」および「すべての人に健康と

福祉を」の目標に多大な貢献をしていま

す。 

女性は社会的組織に参加し、対外ポジシ

ョンに就いていますが、その多くは国際

酪農連盟（IDF）中国国内委員会や中国

適合性評価国家認定委員会（China 

National Accreditation Commission for 

Conformity Assessment）などの国際的

な組織です。女性たちは世界中の人材と

交流し、情報を共有することで、「パー

トナーシップで目標を達成しよう」の目

標に優れた貢献をしています。 

タイムライン 

伊利集団は 1993年の発足以来、公正な

キャリア昇進制度を確立、実施、改善し

ており、女性の社会的組織への参加を奨

励し、促進しています。2019年にはデジ

タル教育センターを、2023年には酪農乳

業カレッジをそれぞれ設立し、品質管理

の女性労働者にさらにエンパワーメント

する機会を提供しています。将来も引き

続き、酪農乳業バリューチェーンで女性

がさらに多くの能力を行動で示せるよう

女性の能力を高めていきます。 

全体像 

このプロジェクトは、さまざまな方策に

より女性の品質管理者をエンパワーメン

トし、女性の専門的な能力や管理能力を

高め、女性に技術人材と管理人材への扉

を開きます。イノベーションの具体的ポ

イントは次の通りです。 

「伊利集団は、酪農

乳業バリューチェー

ンで女性と女児を可

能な限り最大限エン

パワーメントするこ

とにより、全世界の

持続可能な開発目標

に大きく貢献してい

ます」 

ワン・ペン（Wan Peng） 

mailto:wanpeng@yili.com
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• 技術および管理の「2つのチャンネ

ル」による専門能力開発システムを確

立し、女性に専門能力の公平な（多様

な）競争環境を提供します。 

• 女性のエンパワーメントに関する包括

的な研修システムを構築し、専門技

術、管理職・リーダーの強化、プロジ

ェクトマネジメント、その他の分野を

カバーします。専門家の説明、実技交

流、その他の形態により、女性が仕事

を行いながら専門的な技術および管理

能力を継続的に向上させ、女性の競争

力を高めます。 

• 女性が、国、業界、企業などの科学・

技術プロジェクトで研究に取り組むよ

う奨励し、科学・技術に関わる意思決

定への女性の参加を増やし、女性が科

学・技術のイノベーションで果たす役

割が大きくなるよう支援します。 

• 女性が対外ポジションに就くよう奨励

し、より大きな成長の機会を提供しま

す。女性は社会的なプラットフォーム

を通して、技術のイノベーション、拡

充と改善、共同開発、包括的共有、そ

して社会への献身に携わります。 

前提 

私たちは、酪農乳業カレッジやデジタル

教育センターなどの研修システムを確立

したことにより、女性職員全員をエンパ

ワーメントし、彼女たちが専門能力や管

理能力、競争の優位性を高めるよう援助

します。 

「2つのチャンネル」によるキャリア能

力開発システムを確立し、オープンで公

平な競争システムを設けて、女性に公平

な昇進機会を提供します。中間層の女性

リーダーの比率は 16.7％から 45.5％に増

え、専門職の女性比率は 30％から

37.5％に増えました。 

社会的組織への女性の参加を奨励し、対

外ポジションの 60％以上を女性で占める

ようにします。全人代（NPC）に 2名の

代表、全中国の女性代表に 1名、内モン

ゴル自治区の「草原人材」に 2名、国際

酪農連盟（IDF）中国国内委員会に 3名

のメンバー、そして中国適合性評価国家

認可委員会に 3名の監査人を送っていま

す。女性は社会的なプラットフォームを

活用し、技術のイノベーション、拡充と

改善、共同開発、包摂的共有、そして社

会への献身に携わります。 
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科学・技術プロジェクトで研究に取り組

むよう奨励した結果、内外の 65の科

学・技術プロジェクトが完了し、海外の

13の科学・技術賞を受賞し、120超の専

門的な論文が発表されました。2008～23

年の研究プロジェクトの 50％以上を女性

が占めています。女性のイノベーション

能力と科学・技術の意思決定への参加を

向上させ、女性の科学・技術人材の意見

を科学・技術の研究に活用します。 

行動に移す 

女性の専門分野および管理職・リーダー

の能力を高めるため包括的な研修システ

ムを構築するとともに、内モンゴル農業

大学と共同で酪農乳業カレッジを設立

し、専門的な人材養成のための高度な教

育拠点をつくります。オンラインのデジ

タル教育センターを開設し、何千もの専

門分野・リーダーシップコースを備えま

す。これらはすべて無料で誰でも受けら

れます！女性が 90％を占める検査技師グ

ループを対象に監査人研修コースを整備

し、組織内監査人から国家監査人までの

研修プログラムを設けます。 

女性が、国、業界、企業の科学・技術プ

ロジェクトで研究に取り組むよう奨励

し、プロジェクト管理の手法や報酬シス

テムを確立します。プロジェクトを支援

するため、財源、人員、場所その他の資

源を提供し、バックアップ体制の支援を

充実させます。 

女性が対外ポジションに就くよう奨励

し、女性にさらに大きな成長の機会を提

供し、専門の人員を配置して全人代や女

性の代表選に出馬する女性の援助・指導

を行い、女性科学技術協会や IDFなどの

社会的組織に合流し、選抜された女性に

専門チームによる継続的な支援を提供

し、社会的プラットフォームでより大き

な役割を果たせるよう助けます。 

成功の歴史 

• 中間層のリーダーの 45％以上が女性

です。 

• 専門職の 35％以上が女性です。 

• 酪農乳業カレッジ 1カ所の設立。 

• デジタル教育センター1カ所の設置。 

• 中国適合性評価国家認定委員会の監査

人に対する研修システム 1セット。 

• 女性全員に研修の受講機会がありま

す。 

• 対外ポジションの女性比率は 50％以

上です。 

• 完了した研究プロジェクトの 50％以

上を女性が占めています。 

取り組みの価値 

乳業の女性管理者に公平な昇進機会とエ

ンパワーメント・プラットフォームを提

供することにより、乳業界の女性の管理

職・リーダーを高め、経営陣のジェンダ

ー多様性の向上に資することができま

す。これにより経営陣の包摂性と団結力

が高まるだけでなく、経営のイノベーシ

ョンを促進し、チームの調和と効率を高

めます。同時に、女性の潜在能力を開発

することにより、事業や産業界に資する

だけでなく、ますます深刻になる人材不

足の問題を解決することもできます。 

新たな機会 

乳業界において女性の品質管理者の指導

力をさらに高めるため、各企業は品質管

理者チーム内の高い潜在能力の女性を積

極的に特定し、承継計画を作成して、具

体的な行動計画、タイムライン、および

目標に沿うよう育成する必要がありま

す。同時に、キャリア開発における女性

の自信を高めるとともに、業界における

女性のステレオタイプを打ち破るため、

傑出した女性管理者をロールモデルとし

て用い、経営陣内の成功事例を促進しま

す。 

業界内で実際に示される女性の柔軟なリ

ーダーシップが、企業業績を高め、主要

な人材不足を埋め、それが結果的に価値

創造につながり、業界内において企業の

競争力を高めることになるでしょう。 

参考文献 

https://yili.17learning.com.cn/#/home 

日本 

https://yili.17learning.com.cn/#/home
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明治の女性のための α-LunA（アルファルナ）製

品ライン 
職場での女性参加を助け、女性の潜在能力を全開 

寄稿者 

リチャード・ウォルトン（Richard Walton） 

株式会社 明治、日本 

 richardandrewwalton@gmail.com 

 

タイムライン 

2018年から研究開始し、2022年から製

品発売。 

全体像 

女性の生理機能は男性のそれとは異なる

ため、生理機能に関連する問題も男性と

異なります。こうした問題は職場の男性

の同僚には必ずしも認識されておらず、

このことが企業の業績や個人の成果に影

響を与えることがあります。 

2021年に実施された「女性の健康に関す

るアンケート調査」によれば、女性の

80％以上が月経周期の期間中に自身の仕

事の業績に影響を与える問題を抱えてい

ることが分かりました。これによる労働

損失は年間 5,516億円と試算されていま

す。 

男性の同僚の理解不足も問題になること

があります。こうしたことから、明治の

マーケティングと研究の両分野の女性に

より、女性のための新製品開発のため特

別に結成された合同チームは、月経時の

苦痛の緩和を取り組みの重点にすると決

めました。 

先行する科学研究では、乳に含まれるタ

ンパク質の α-LA（アルファ－ラクトアル

ブミン）が苦痛と炎症を抑える効果があ

ることが分かりました。 

明治が行った新たな臨床試験では、女性

が経験する月経の身体的な不快感につい

て特に良い結果が得られました。臨床試

験の結果は次の通り発表されました：

「Relieving effects of bovine milk-derived 

alpha-lactalbumin on menstruation-

related symptoms in healthy women 

volunteers（健康な女性被験者の月経関

連の症状に対する牛乳由来のアルファ－

ラクトアルブミンの緩和効果）」（『薬

理と治療（JPT）』2020年 48巻 8号

1409～27ページ）。 

 

 

前提 

最大の課題は、女性チームに女性向けの

製品ラインを開発させることで打開され

ました。男性チームではこの製品コンセ

プトを提案することは決してなかったで

しょう。 

行動に移す 

明治は、全体として女性が参加し、エン

パワーした組織の前進を誇りにしていま

すが、本投稿は女性が女性のために着想

した製品（α-LunA）である点に注目して

います。特に、月経の不快感と苦痛を緩

和する機能性乳原料を配合した製品であ

ることから、女性はその能力を最大限発

揮できます。これにより生産性が向上

し、女性がエンパワーメントされます。 

製品コンセプト、科学的バリデーショ

ン、査読付き論文の発表、そして製品開

発のすべては、女性が率い、実施しまし

た。 

成功の歴史 

α-LunA（アルファルナ）と呼ばれる新製

品ラインには、ドリンク、パウダー、チ

ョコレート、グミキャンディ等があり、

α-LA（アルファ－ラクトアルブミン）に

加え、3種類のビタミンも配合したもの

が開発されました。パウダータイプは簡

単に食品に混ぜることができ、チョコレ

ートは間食や移動時、オフィスなどで手

軽に摂ることができます。本製品とコン

セプトは、日本の「女性応援ブランド賞

（Happy Woman Award 2023 for 

SDGs）」を受賞しました（残念なが

ら、この表彰式の写真は出席者の肖像権

保護のため使用することができませ

ん）。 

取り組みの価値 

この製品のコンセプトは、明治のフェム

ニケアフードのラインに拡張されていま

す。フェムニケアフードのブランドは、

手軽で美味しい食物により女性の身体を

支え、女性のすべてのライフステージで

女性特有の健康上の問題に対処するもの

です。 

 

© Meiji 

mailto:richardandrewwalton@gmail.com
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明治は、このブランドが、すべての人々

が最善を尽くし、ともに働ける社会をつ

くる助けになることを願っています。 

新たな機会 

明治のフェムニケアフード・ブランドの

製品ラインには、もうすぐさらに多くの

商品が加わる予定です。 

参考文献 

https://www.meiji.co.jp/learned/femlink-lab/ 

R. Murakami, et al; 2020, Relieving effects of 

bovine milk-derived alpha-lactalbumin on 

menstruation-related symptoms in healthy women 

volunteers. Japanese Pharmacology & 

Therapeutics 2020 Vol 48 No 8 p1409-27 

  

© Meiji 

https://www.meiji.co.jp/learned/femlink-lab/
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メキシコ 

メキシコの卓越性を推進 
酪農経営で女性がリードする家畜のグッドプラクティスの認証 

寄稿者 

ガブリエラ・フローレス・セラーノ（Gabriela Flores Serrano） 

グルポ・ララ（Grupo Lala）、メキシコ 

 gabriela.floresserrano@grupolala.com 

 
 
 

持続可能な開発目標 

このプロジェクトでは現在、メキシコの

最大酪農地域にある酪農場の「家畜のグ

ッドプラクティス」の認証に取り組んで

います。このため、私たちは卒業したて

の若い獣医師 10名でチームを編成し、

メキシコで最も大きく重要な獣医師会で

ある「メキシコ獣医学部・獣医師会連盟

（Mexican Federation of Colleges and 

Associations of Veterinary Doctors）」、

および本酪農地域で最も重要な獣医師学

校である「アントニオナロ自治農業大学

（Antonio Narro Autonomous Agrarian 

University）」と連携しています。私たち

は包摂的なチームづくりを目指してお

り、男性にも女性にも平等な機会を提供

しています。メキシコの農業セクター、

特に獣医の領域では、ジェンダー間の格

差が顕著です。この分野は歴史的に男性

優位のため、女性の獣医が生産者の目か

ら見て職業的な権威を確立するには、男

性の獣医よりも多くの努力を必要とする

ことがよくあります。このような経験か

ら、農業セクターでジェンダー平等と女

性のエンパワーメントを推進するには、

安全な生産、動物の福祉、および健康に

直接関連する役割において有能な女性を

雇用することには大きな価値がある、と

の認識を高めていくことが極めて重要で

す。 

タイムライン 

このプロジェクトは 2023年 4月に始ま

り、現在も続いています。 

全体像 

私たちはこのプロジェクトで、卒業した

ての若い女性の獣医師をエンパワーメン

トするため、全国で家畜のグッドプラク

ティスに取り組む専門家、ネリー・ペー

ニャ・ハーズ博士とともに有益な実地体

験や訓練を提供しています。私たちは若

い女性の獣医師を優れた酪農場と結びつ

け、農場に対しては家畜のグッドプラク

ティスの認証を通して、獣医師に対して

は農場と一体化することにより、双方に

とって価値を生み出すことを目指してい

ます。 

「女性を家畜のグッドプ

ラクティスの認証に携わ

る専門医とすることによ

り、酪農経営におけるジ

ェンダーの格差を解消し

ます」 

ガブリエラ・フローレス・セラーノ

（Gabriela Flores Serrano） 

この農場と獣医師の一体化は、大部分が

男性から構成されていた伝統的なパター

ンから脱却し、酪農場のチームに新鮮で

活動的な視点をもたらします。 

ネリー・ペーニャ・ハーズ博士の指導

は、改善の機会を見い出し、このプロジ

ェクトの有効性を確保するうえで極めて

重要です。

さらに、私たちは獣医師に有益な専門知

識を身に付けさせ、生計手段を強化する

ことにより、酪農乳業界における女性の

リーダーシップおよび参加拡大を積極的

に推進します。 

前提 

私たちの生乳供給者は監査基準に基づい

て活動し、生乳の安全性と品質を確保し

ていることを、スキルを備えた卒業した

ての獣医師からなるアクションチームが

認証しています。このアクションチーム

の 50％は女性が占め、全国で家畜のグッ

ドプラクティスに取り組む専門家、ネリ

ー・ペーニャ・ハーズ博士が指導しま

す。 
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行動に移す 

女性をエンパワーメントするため、ネリ

ー・ペーニャ・ハーズ博士が女性に専門

的な訓練を行いました。女性は政府のイ

ニシアチブに属し、奨学金および総合医

療保険補償の対象となりました。女性

は、酪農場を訪問して診断を行い、技術

アドバイザーの指導を受けました。この

プロセスを経て、スキルと業務習慣を身

に付け、雇用適性を高めました。その結

果、ジェンダー差別により歴史的に女性

が拒絶されていた仕事の機会を手に入れ

る可能性が生まれました。私たちは、制

度的な障害を克服してこうした若い獣医

師たちをエンパワーメントしたことによ

り、酪農乳業界のジェンダー平等を促進

し、より包摂的な社会の創出に貢献して

います。 

成功の歴史 

若い獣医師たちは、酪農場（家畜生産ユ

ニット）によく溶け込むことができまし

た。獣医師たちは、60カ所の酪農場を訪

問し、家畜のグッドプラクティスに関す

る評価を行いました。技術アドバイザー

が私たちに伝えたところによれば、獣医

師たちは酪農場のマネージャーやオーナ

ーに歓迎され、仕事ぶりも満足されまし

た。私たちはこの診断段階の完了を踏ま

え、推進段階に着手しました。この段階

では、獣医師たちが家畜のグッドプラク

ティス推進者の役割を担います。獣医師

たちは、グッドプラクティスのガイドラ

インを順守するよう、家畜生産ユニット

や技術アドバイザーと密接に協力しま

す。この段階で、獣医師たちはスタッフ

向けの研修セッションを受講し、家畜の

グッドプラクティスのガイドラインが酪

農場の組織文化に根付くようにします。

注目すべき点は、酪農場が獣医師チーム

の提供する助言に従い、次の訪問時に

は、順守による進展が指摘されることで

す。そうすれば最後に、若い獣医師は自

分たちの獣医のスキルが向上したことに

満足し、それが専門職としての成長にプ

ラスの影響を与えることになります。 

取り組みの価値 

業界のリーダーと専門職の団体との結び

付き、戦略的なテーマに関する質の高い

訓練や研修の提供、そして農業・食品産

業に関心のある若い女性への有意義な業

務体験の創出は、社会全体に大きな価値

を生みます。このプロジェクトの経験

は、専門職の団体、政府および学界間の

1つの共同モデルとして転換点となり得

るもので、生産拠点の認証や上述のすべ

ての対外プロセスを含め、多くの良好な

結果を生み出しています。この経験は、

全国の他の獣医学部、酪農生産者、およ

び乳業加工業者にとって 1つのロールモ

デルとなり得ます。 

新たな機会 

このプロジェクトで共有された経験は、

農業・食品産業のさまざまなステークホ

ルダー間の協力の拡大を奨励する転換点

や基準となり得ます。将来は、認証済み

の酪農場の増加、安全性および取り組み

の質の向上、そして業界におけるジェン

ダー平等への大きな進展につながる可能

性があります。 

この経験からは、プロジェクトを成功さ

せるうえで部門間の横断的協力と戦略的

パートナーシップの確立が重要であると

いう教訓を導くことも可能です。さら

に、農業・食品産業に関心のある若い女

性に質の高い訓練と雇用機会を提供する

ことにより、歴史的に男性に支配されて

きた同産業において女性のエンパワーメ

ントと管理職・リーダーの推進を目指す

ことの価値を評価することもできます。 

  

アクショントラック 5 
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米国 

国際乳食品協会（IDFA）の酪農乳業にお

ける女性ネットワーク 
ジェンダー平等の拡大に向けた、酪農乳業における女性のエンパワーメント、奨励、および支

援 

寄稿者 

ベッキー・ラズダル（Becky Rasdall） 

国際乳食品協会（International Dairy Foods Association：IDFA）、米国 

 brasdall@idfa.org 
 

持続可能な開発目標 

国際乳食品協会（IDFA）の酪農乳業にお

ける女性ネットワークは、酪農乳業セク

ター全体のジェンダー平等を拡充させる

ため、業界が女性のリーダー比率を改善

するとともに、女性の専門職としての成

長過程全体を通して十分な支援とエンパ

ワーメントを行うよう、取り組んでいま

す。酪農乳業における女性のネットワー

クにより、専門能力開発および管理職・

リーダー育成の機会をつくり、ネットワ

ーク形成の機会を主催し、基準となるデ

ータの作成や職場調査を推進し、そして

職場で女性が直面しているあまり語られ

ない問題について率直な話し合いを開催

しています。 

タイムライン 

IDFAの酪農乳業における女性ネットワ

ークは 2019年に創設され、それ以来、

900人近いメンバーにまで成長していま

す。IDFAの酪農乳業における女性ネッ

トワークはこれまでと同様、現在も活発

に活動しており、IDFAは酪農乳業界に

おける女性の平等を支援するため、数年

の間この取り組みを拡大しているところ

です。 

全体像 

最近の調査によれば、IDFA酪農乳業に

おける女性ネットワーク参加者の 61％

が、昇給、昇進、重要な仕事の割り当

て、仕事で成功するチャンスなどを逃し

たときにジェンダーが一役かっていると

感じたという衝撃的な報告がされていま

す。この割合は、専門家としての経験が

5年に満たない女性の場合はもっと高く

なっています。IDFAは、こうした統計

結果を変えなければいけないと考えてい

ます。酪農乳業における女性ネットワー

クは、ジェンダー平等に関わるデータの

基準を作成し、その結果を改善し、酪農

乳業の男性による支援を促進し、職場で

の紛争を解決してデータに貢献し、そし

て酪農乳業の女性を支援する専門的能力

の形成／配置プログラムの作成を行って

います。 

「酪農乳業における

ジェンダー平等を拡

充します」 

ベッキー・ラズダル（Becky Rasdall） 

前提 

IDFAの酪農乳業における女性ネットワ

ークは、同セクターの女性が関係を保

ち、互いに励まし、支え合うための機会

として始まりました。 

行動に移す 

IDFAの酪農乳業における女性ネットワ

ークは、毎月開催される専門能力開発お

よび管理職・リーダー育成ウェビナーを

通した女性のエンパワーメントを重点に

取り組み、月 1回の指導グループにより

協力者が形成され、ネットワーク化され

ています。私たちは、偏見や障害を克服

し成功した女性の逸話や助言を目玉にし

た追加プログラムを作成するとともに、

酪農乳業の職場で女性が直面する支配的

な偏見を明らかにする調査やデータ収集

ツールを構築しているところです。この

ネットワークではベストプラクティスを

業界リーダーたちと共有することで、ジ

ェンダー平等の拡充に役立てるととも

に、業界基準に関する報告を継続し、途

切れることなくプログラム作成の情報提

供を行います。 

成功の歴史 

IDFAは、酪農乳業における女性ネット

ワークの成長を成功の重要な指標と考え

ています。わずか 3年半でメンバーがゼ

ロから 900人弱に達するということは、

人々が 1日に大体 1人の割合で IDFAの

酪農乳業における女性ネットワークに加

入していることになります。参加者はま

た、ネットワークや自身がネットワーク

で築いた関係を通して達成した援助、支

援、成長についての有意義なフィードバ

ックを定期的に提供しています。ネット

ワークは引き続き、参加者のフィードバ

ックを通して、願わくは将来の経時的な

調査データによるジェンダーに関する認

知の向上を通して、成功の度合いを測定

していきます。
© Michael R. Goodin, IDFA 2023 
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取り組みの価値 

女性の経験、成長、内省、不満について

女性に表明する場所を与える価値は計り

知れません。IDFAはこうした体験の価

値を定量化する必要があるとは感じてい

ません。このイニシアチブがこれからも

参加者を鼓舞し続けるのと同様に、私た

ちも他の女性ネットワークの経験から学

び続けます。IDFAは、世界のさまざま

なセクターの女性ネットワークとの結び

つきを意図し、互いに経験を共有し、学

べるよう取り組んでいます。

私たちが力を合わせて学び、成長し、継

続することで初めて、酪農乳業における

女性ネットワークを存在させている不平

等と機会の欠如に打ち勝つことができる

と、IDFAは考えています。 

新たな機会 

IDFAの酪農乳業における女性ネットワ

ークは新たなプログラム作成と洞察ツー

ルを開発中で、IDFワールドデーリーサ

ミット 2023で披露する予定です。 

 
 
 
 

参考文献 

https://www.idfa.org/womenindairy. 

https://www.idfa.org/wordpress/wp-content/up-

loads/2023/05/Women-in-Dairy-Member-Survey-

Results_2023.pdf. 
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英国 

英国の酪農乳業における女性の成功を支援し、祝福しま

す 

酪農乳業における女性は、つながり、共有し、鼓舞します 

寄稿者 

サラ・ボルト（Sarah Bolt） 

「酪農乳業における女性」共同創設者・顧問グループ（Co-founder & Advisory Group – Women in Dairy） 

「酪農乳業における女性」を代表して（(on behalf of) Women in Dairy）、英国 

 somersetwomenindairy@kingshay.co.uk 
 

持続可能な開発目標 

英国の酪農乳業は歴史的に極めて男性優

位であり、女性がこの業界に関わり、増

え始めたのは最近のことです。大学の農

学部に通う女子学生が増え、卒業後この

業界に就職することや、酪農家が事業を

重点に考え始めなければならず、妻や女

性の家族が家族経営の酪農事業により関

わるようになることがあります。酪農乳

業界の女性のこうした増加にもかかわら

ず、ファームウォーク（農場見学）や討

論グループ、知識の交流などのイベント

に参加する女性の数は非常に少ないた

め、そのような有益な情報源を逃してい

ました。「酪農乳業における女性」は、

女性がもっと業界に参加できる機会を一

から増やします。 

私たちの目的は次の通りです。 

• つながる‐酪農乳業の業界全体の女性

を結び付けます。 

• 共有する‐知識と経験の交流により、

スキルと自信を身に付けます。 

• 鼓舞する‐英国の酪農乳業の未来のた

めに、革新的な思考やビジョンを奨励

します。 

タイムライン 

「酪農乳業における女性」は 2015年に

4人の創設者、エミリ・イーガン

（RABDF）、リサ・ウィリアムズ

（Promar International）、そしてベッキ

ー・マイルズとサラ・ボルト（当時は 2

人とも AHDB Dairy）によって立ち上げ

られたイニシアチブです。創設者の 4人

は皆、英国の酪農乳業界で女性の役割の

認知度を上げるという情熱を共有し、一

緒に取り組めばより多くのことが実現で

きると理解していました。「酪農乳業に

おける女性」はそのように誕生しまし

た。 

「酪農乳業における

女性の成功を支援

し、祝福するために

つくりました！」 
サラ・ボルト（Sarah Bolt） 

プロジェクトは南西部とチェシャーのグ

ループから始まりました。今では全国各

地に 14グループを抱え、年次大会を合

同で開催するまでに成長したことを誇り

に思います。2023年 9月には第 9回年

次大会を開催し、酪農乳業ウーマン・オ

ブ・ザ・イヤーの受賞者を発表する機会

となりました。 

全体像 

目的は、酪農場から農場オフィスまで、

さらに酪農乳業の業界全体で働く女性

を、地域の討論グループで知識の交流や

人脈の形成を通して結び付けることと、

酪農乳業界の振興を図ることです。 

私たちの目的は次の通りです。 

• つながる‐酪農乳業の業界全体の女性

を結び付けます。 

• 共有する‐知識と経験の交流により、

スキルと自信を身に付けます。 

• 鼓舞する‐英国の酪農乳業の未来のた

めに、革新的な思考やビジョンを奨励

します。 

前提 

私たちは尋ねられて初めて、女性が昔か

らファームウォークや討論グループなど

に参加していないことに気付きました。

その理由は、数少ない女性の出席者の 1

人になることに気まずい思いをしたから

です。出席すれば、「男性が奇妙に思う

といけないので」質問をするのもしづら

く感じていました。 

農場で行われるイベントでは設備の用意

も必要でしたが、多くの農場では女性用

に十分なトイレの設備がありませんでし

た。このことは男性にとっては障害では

ないと思われましたが、過去にはイベン

トに出席しない主な理由の 1つとして強

調されていたことが確かにありました。 

行動に移す 

全国でイニシアチブを展開させるため、

私たちは女性をエンパワーメントする研

修イベントの促進に奔走しました。女性

の業界での役割がどんなものであって

も、地域グループを動かし、手助けをし

ました。現在、私たちのグループには酪

農家、農場労働者、獣医、農業団体の代

表者、そしてコンサルタントがいて、グ

ループのメンバー自身が優先的に希望す

る内容を実現する手助けをしてくれま

す。 
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討論グループで取り上げてきたテーマは

多過ぎて例を挙げるのが難しいくらいで

すが、その多くは乳房炎や草地管理とい

った「伝統的な討論グループのテーマ」

ではないと言えば十分でしょう。それに

代わる、後継者育成計画の作成、事業戦

略、応急処置訓練といったテーマはすべ

て、酪農乳業界で女性が担っている役割

を反映しています。 

成功の歴史 

私は何年も討論グループを手助けしてき

ましたが、「酪農乳業における女性」の

討論グループの最大の違いは、メンバー

がよく私に情報を求めて連絡をくれた

り、前回の会合の結果、その気になって

変更したことを私に伝えてくれたりする

ことだと分かりました。このグループが

ないときはいつも、こういった情報は他

のグループから集めなければなりません

でした。私は、より十分な情報に基づい

て意思決定をするため、重要業績評価指

標（KPI）についてもっと理解したいと

考え、記録とモニタリングをしようとす

る女性が増えていることに気付きまし

た。女性は以前よりオープンに課題の特

定をするようになり、その解決法を共有

することには間違いなくさらにオープン

になっています。 

取り組みの価値 

イニシアチブの効果を評価するのはいつ

も難しいのですが、全国で 14のグルー

プが会合を開いていること、また年次大

会が年々成長して続いているという事実

から、私たちのしていることは間違って

いないということだけははっきり言えま

す。 

女性は今や自信を持って農場で行われる

イベントに参加していること、また「酪

農乳業における女性」の主催でないイベ

ントにも大勢の女性の参加があることは

何よりの知らせです。私たちはこうした

変化に何らかの役割を果たしていると、

私は確信しています。 

新たな機会 

私はいつも「酪農乳業における女性」が

これからもずっと続くかどうか思いめぐ

らせています！私はこのことについて相

反する見通しを持っていますし、他の共

同創設者も同じに違いありません。 

もちろん、このイニシアチブが業界内で

私たちのキャリア以上に続いてくれたら

私たちは誇りに思います。しかし一方

で、まだこのイニシアチブが必要だとし

たら、私の中にはがっかりする気持ちも

あります。未来は、どちらのジェンダー

にとっても機会は平等であってほしいか

らです。「酪農乳業における女性」の将

来がどうであれ、今日の私たちの業界内

で力をつけ、鼓舞された女性が頑張り、

酪農乳業に従事する女性の数が増え続け

ていく限り、確かな未来を手に入れるで

しょう。 

参考文献 

www.womenindairy.co.uk 

http://www.womenindairy.co.uk/
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アイルランド 

アイルランドのアグリ・フード

の多様性＆包摂性フォーラム 

業界の各レベルでジェンダー平等の拡充を達成 

寄稿者 

AgDif 

アグリ・フードの多様性＆包摂性フォーラム（Agri-Food Diversity & Inclusion Forum：

AgDif）、アイルランド 

 agdif@bordbia.ie 
 

持続可能な開発目標 

1. 目標 5：ジェンダー平等を実現しよう 

2. 目標 8：働きがいも経済成長も 

3. 目標 10：人や国の不平等をなくそう 

タイムライン 

AgDifは 2017年に設立され、現在も続い

ています。 

全体像 

多様性＆包摂性（D&I）のアジェンダを

前進させるよう、業界の認識を促し、支

援するため、AgDIfは、一連のウェビナ

ー、事例紹介、ツールキットを考案し、

食品・飲料業界の企業に着想や実践的な

事例、学習素材を提供しています。 

AgDifsの毎暦年の活動計画は次の 3つを

目標に設定しています。 

1. 第 1に、CEOと役員会のレベルでジ

ェンダー平等の重要性についての認識

を高め、アイルランドの食品・飲料業

界内のすべての上級幹部が責任をもっ

て、この点において高い水準を目指し

行動するよう徹底することです。 

2. 第 2に、AgDifは、D&Iアジェンダに

取り組もうとする企業に（その企業の

D&Iの取り組み段階がどのようなもの

であれ）、ツールを提供し、支援する

ことです。 

・ツールキット、事例紹介、ウェビナ

ー、マスタークラス 

3. 第 3に、AgDifは、D&Iの目標がメン

バー企業の「オリジン・グリーン」計

画の中に確実に含まれることを目指し

ます。D&Iの目標には、企業内のこの

計画下にある多くのイニシアチブが含

まれるでしょう。女性をリーダーとす

ることに対する意識の向上と賞賛であ

ったり、組織内の女性に対する指導研

修や管理職・リーダー研修であった

り、面接委員会や選考における格差是

正のための割り当て制などです。 

こうした活動やイニシアチブのすべて

は、企業内のジェンダー平等をより重視

するもので、ジェンダーバランスと平等

の確保は企業内の主要な意思決定者にと

って喫緊の課題です。 

前提 

AgDifは D&Iアジェンダを推進すること

により、アイルランドの食品・飲料セク

ターを支援し、世界中の最高の人材が選

ぶ産業界として位置付けることを目指し

ます。 

AgDifはジェンダー平等だけでなく、多

様性＆包摂性アジェンダにも広げて関与

し、産業界主導のコミットメントをもた

らしました。こうした取り組みによっ

て、役員会、経営陣、全従業員、および

アグリ・フード産業への学卒者参入にお

けるジェンダー平等が一層重視される結

果となりました。 

行動に移す 

AgDifは、アイルランド政府食糧庁 Bord 

Bia（ボード・ビア）と AONによる共同

イニシアチブが 30％クラブと提携した独

自の体制をとっています。 

「AgDifはアイルランド

のアグリ・フード産業界

の中で多様性＆包摂性

（D&I）アジェンダを推

進する共同イニシアチブ

です」 

AgDif 

AgDifは、顧問グループとタスクフォー

スで構成されています。顧問グループは

業界全体から CEOが集められて戦略ア

ジェンダを決め、タスクフォースは業界

内で D&Iを推進するためさまざまなイニ

シアチブを展開します。 

イニシアチブの重点は、1）意識の向

上、2）ツールキットとウェビナーの提

供、および 3）目標を設定した企業の支

援（詳細は、上記「全体像」に記載）で

す。 

成功の歴史 

アイルランドのジェンダー平等の観点か

ら有益と思われる重要な指標の 1つが、

2022年に法制化されたジェンダー賃金格

差です。ポータルサイトが今後 12カ月

は存続し、業界レベルのジェンダー賃金

格差に関するデータを捕捉することにな

るので、私たちはこのデータを活用し、

アイルランドの食品・飲料業界の進捗を

追跡することができると思われます。 

AgDifの 2022～24年の戦略では、「オ

リジン・グリーン」計画内に多様性およ

び包摂性の目標がある企業数を重要業績

評価指標（KPI）として集めます。2022

年の戦略目標は 10企業でしたが、2022

年末までに D&I目標を計画に含む企業は

14社になりました。2023年の戦略目標

は、D&I目標のある企業が 30社です。

提出期限は 9月 30日なので、10月半ば

には KPIの結果が出るはずです。 

取り組みの価値 

AgDifは、アイルランドの食品・飲料業

界が最高の人材から選ばれる産業である

こと、そしてその理由が多様性と包摂性

を大切にしていることを、ビジョンとし

て描いています。

mailto:agdif@bordbia.ie
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業界内のすべての段階におけるジェンダ

ー平等が AgDifにとっての重要課題で

す。それを確実に実現するための活動や

イニシアチブで重視するのが、学卒者の

採用段階でのプログラム、雇用確保と誘

引の両観点から組織内の幹部、および

CEOと取締役からなる最高経営陣におい

て、平等の拡充を達成することです。 

研究によれば、企業の多様性が高まれば

利益が増え、従って経済成長を押し上げ

ることが分かっています。AgDifはジェ

ンダーにとどまらず、多様性および包摂

性のすべての領域に対象を広げます。そ

の中には、倫理、文化、性的指向、年齢

などが含まれ、AgDifsはより広い不平等

の解消に影響力を拡大できるよう、力を

高めます。 

新たな機会 

AgDifはこれからも引き続き、アグリ・

フード産業のジェンダー平等を支援する

ため、意識の向上、ツールの提供、およ

び目標の設定を柱に活動計画を構築して

いきます。 

AgDiFは、付託権限をジェンダーから広

げ、文化、年齢、性的指向など、多様性

の他の領域を包含していきます。 

AgDifは、測定可能で有意義な D&I目標

の設定と、その目標を設定・達成しよう

とする企業の支援を新たな重点目標とし

ていきます。 

参考文献 

Agri-Food Diversity & Inclusion Forum (AgDiF) - 

Bord Bia | Irish Food Board 
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安全で持続可能な酪農乳業で世界に栄養を供給す

る支援を行っています 

IDFは、酪農乳業チェーンのすべてのステークホルダーの

ための科学的・技術的専門知識の優れた情報源です。1903

年以来、IDFは、安全で持続可能な乳製品でどのように世

界の食料供給を支援するかについて、全世界の総意に到達

するための仕組みを酪農乳業セクターに提供してきまし

た。 

IDFは、酪農乳業セクターのために科学に基づく規格開発

を行う国際機関として認められており、世界の乳製品が安

全で持続可能であることを確保するため、適正な政策、規

格、実践、および規制の確実な実施において果たすべき重

要な役割があります。 

 
 
 
 
 
 

 

国際酪農連盟 

70/B, Boulevard Auguste Reyers 

1030 Brussels - Belgium 

Tel: +32 2 325 67 40 

Email: info@fil-idf.org 

 @FIL_IDF 

 International-dairy-federation 

 @international dairy federation 

 www.fil-idf.org 

酪農乳業の専門機関 IDFの誕生 120年を祝い、誇ります 

国際酪農連盟（IDF）は、1903年 9月にブリュッセルで開催

された第 1回世界酪農会議で設立されました。連盟の目的

は、発足時から今日まで変わらず、消費者に栄養、健康およ

び幸福を届けられるよう、良質な生乳と乳製品の開発・普及

を支援する中で、科学的専門知識および学識の世界的な発信

源になることにより、国際的に酪農乳業分野全体を代表する

ことです。 

IDFは 120年の間、安全で持続可能、かつ公正な取引慣行を

中心に据え、生乳および乳製品の専門知識を共有するため、

酪農乳業セクターの規格開発に寄与し、主要なステークホル

ダーと緊密に協力してきました。 

IDFの創設は 1つのイノベーション活動だったと言えます。

創設から 60年後、FAO（国連食糧農業機関）とWHO（世界

保健機関）は、IDFが取り組んでいた生乳と乳製品の規格化

作業に基づいてコーデックス（食品の国際規格）をつくりま

した。 

創設から 120年後、IDFは現在も酪農乳業の科学、知識、イ

ノベーションを発展させ、それらを出版、賞や表彰、IDFワ

ールドデーリーサミットのようなイベントを通して世界と共

有しています。 

IDFは酪農乳業と同義語になりました。IDFに酪農乳業の知識

があるからだけではありません。IDFは酪農乳業そのものだ

からです。 

 

 

mailto:info@fil-idf.org
http://www.fil-idf.org/

